
　地元のお年寄りたちがイベントを楽しんでもらおうと手作りした竹の「水鉄砲」。昔の素朴な
遊びに子どもたちは大喜びでした。（５月３日：加茂谷鯉まつりにて撮影）
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第２回 西日本生涯還暦野球大会第２回 西日本生涯還暦野球大会

　

幾
つ
に
な
っ
て
も
〝
生
涯
現
役
で
野
球
を
楽
し
む
〟

こ
と
を
合
言
葉
に
「
西
日
本
生
涯
還
暦
野
球
大
会
」
が

４
月
18
日
・
19
日
の
二
日
間
、
桑
野
町
の
ア
グ
リ
あ
な

ん
ス
タ
ジ
ア
ム
を
主
会
場
と
し
て
、市
内
外
５
会
場（
他

羽
ノ
浦
町
・
新
野
町
・
美
波
町
・
那
賀
町
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
に
は
、
初
め
て
生

涯
野
球
大
会
を
創
始
し
先
進
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

長
野
県
や
広
島
県
な
ど
、
県
外
か
ら
の
参
加
９
チ
ー
ム

を
含
め
て
、
合
計
20
チ
ー
ム
、
約
４
０
０
人
が
集
結
。

　

開
会
式
で
は
、
岩
浅
市
長
が
「
野
球
の
ま
ち
阿
南
に

よ
う
こ
そ
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
と
と
も
に

選
手
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

今
回
出
場
し
た
選
手
の
平
均
年
齢
は
60
代
後
半
で
す

が
、そ
れ
ぞ
れ
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い「
走
」「
投
」「
守
」

の
元
気
な
プ
レ
ー
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
楽
し
そ
う

な
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
な
お
、
最
高
齢
の

選
手
は
80
歳
の
宮
繁
雄
幸
さ
ん
（
阿
南
名
球
ク
ラ
ブ
：

新
野
町
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
試
合
は
１
チ
ー
ム
あ
た
り
３
試
合
に
よ
る
リ

ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、
各
会
場
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

　

国
府
球
友
ク
ラ
ブ
（
徳
島
県
）

▼
新
野
グ
ラ
ウ
ン
ド　

　

新
塩
屋
町
体
協
（
香
川
県
）

▼
羽
ノ
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

広
島
ク
ラ
ブ
（
広
島
県
）

▼
豊
饒
の
杜
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

植
野
ク
ラ
ブ
（
高
知
県
）

▼
日
和
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

広
島
海
老
ク
ラ
ブ
（
広
島
県
）

　

長
寿
と
健
康
は
生
き
る
者
全
て
の
願
い
で
す
。
そ
の
最

大
の
秘
訣
は
「
運
動
の
継
続
」
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

選
手
た
ち
は
、
生
涯
（
野
球
か
ら
）
引
退
す
る
こ
と
な
く

プ
レ
ー
を
続
け
、
楽
し
い
野
球
を
め
ざ
そ
う
と
誓
い
合
っ

て
い
ま
し
た
。

野
球
大
好
き
人
た
ち
が

は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
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　奇しくも大会当日には、アメリカ大リーグで活躍中のイチロー選手が日本選手
で「最多安打3086」を記録したというビックニュースが紙面を賑わしていたこと
もあって、15年以上の友人である高津義信さん（㈱アスリートジャパン代表取締
役社長）が来賓挨拶でイチロー選手との話を披露しました。
　高津さんによると、昨年の第１回目の大会が終わった翌日、米国のシアトルに
あるイチロー選手の私宅を訪問し、大会資料を見せながら生涯還暦野球大会の
ようすを報告したところ、資料を見ながら選手の年齢を確認し、「みなさん、す
ごいですね。同じ野球をするものにとってとても励みになるし、嬉しいですね」と
感嘆することしきりだったそうです。
　高津さんは、「野球のまち阿南市」の取り組みを高く評価され、イチロー選手
のユニホームを阿南市に寄贈されたり、元プロ野球選手たちで構成するマスター
ズリーグ試合の実現にご協力くださるなど、「野球のまち阿南推進協議会」に数々
のご支援をいただいています。

「
み
な
さ
ん
、
す
ご
い
で
す
ね
。
野
球
人
と
し
て
、

嬉
し
く
思
い
ま
す
」

－イ
チ
ロ
ー
選
手
も
大
会
を
絶
賛
！

－

　

４
月
25
日
、
船
瀬
温
泉
の
下
の
海

岸
で
「
蒲
生
田
岬
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
」
が
開
か
れ
、
雨
の
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
大
ぜ
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
作
戦
は
、
県
漁
業
士
会
な
ど
15

団
体
と
一
般
の
参
加
者
を
含
め
て
約

２
０
０
人
が
参
加
。
海
岸
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
、
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を

回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
洗

浄
・
分
別
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
海
岸
は
海
流
の
関
係
で
沿
岸
域

を
流
れ
る
大
量
の
ゴ
ミ
が
漂
着
し
て

お
り
、
過
去
幾
度
と
な
く
清
掃
活

動
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

蒲
生
田
の
海
岸
を
美
し
く

　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

な
か
な
か
全
て
の

ゴ
ミ
を
回
収
す
る

ま
で
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
「
美
し
い
海
を

守
る
た
め
に
も
ゴ

ミ
を
捨
て
な
い
で

欲
し
い
」
と
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
参

加
し
た
橋
本
靖
司

さ
ん
（
42
歳
：
那

賀
川
町
）
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

市
と
海
部
郡
美
波
町
境
に
位
置
す

る
明
神
山
（
標
高
２
３
０
ｍ
）
山
頂

付
近
に
長
年
に
わ
た
っ
て
投
棄
さ
れ

た
ゴ
ミ
を
撤
去
し
よ
う
と
、
地
元
住

民
を
中
心
と
し
た
撤
去
作
業
が
４
月

28
日
、
29
日
の
二
日
間
現
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
主
に
３
箇
所

に
わ
た
っ
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら

谷
底
に
向
け
て
捨
て
ら
れ
て
お
り
、

タ
イ
ヤ
や
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
な
ど
の

大
型
ゴ
ミ
を
は
じ
め
、
缶
や
ビ
ン
、

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
家
庭
ゴ
ミ
が
幾
層

も
重
な
っ
て
斜
面
を
覆
い
尽
く
し
て

い
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
住
民
約
30
人
は
、
谷

底
や
急
斜
面
に
降
り
て
、
一
つ
一

つ
の
ゴ
ミ
を
手
で
袋
に
詰
め
て
ク

レ
ー
ン
で
引
っ
張
り
あ
げ
る
な
ど

の
作
業
を
行
い
、
約
21
ト
ン
に
も

上
る
投
棄
ゴ
ミ
を
回
収
。
市
及
び

県
関
係
者
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど

し
、
無
事
に
撤
去
作
業
は
終
了
し

ま
し
た
。

　
「
こ
こ
の
山
は
ゴ
ミ
の
捨
て
場

じ
ゃ
な
い
。
も
う
二
度
と
ゴ
ミ
は

捨
て
ん
と
い
て
」
と
地
元
の
人
た

ち
は
話
し
て
い
ま
す
。

住
民
パ
ワ
ー
で
明
神
山
の

不
法
投
棄
ゴ
ミ
を
一
掃

イチロー選手とともに写真に入る高津さん

打
ち
上
げ
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
回
収

し
て
い
る
よ
う
す

足場が悪い急斜面での作業。斜面は、ゴミでぼろぼろと崩れていく。

広報 平成21年（2009年）6月1日 〔第611号〕�



伊
島
連
絡
船「
み
し
ま
」

ド
ッ
ク
入
り
の
お
知
ら
せ

　

６
月
15
日
㈪
か
ら
７
月
６
日
㈪
ま

で
の
予
定
で
、
伊
島
連
絡
船
「
み
し

ま
」
が
ド
ッ
ク
入
り
し
ま
す
。
そ
の

間
、
代
替
船
を
運
航
し
ま
す
が
、
乗

船
定
員
が
減
少
す
る
な
ど
、
利
用
者

の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
伊
島
連
絡
所
（
☎

33
－

１
２
７
１
）
ま
た
は
地
域
支
援

課
（
☎
22

－

７
４
０
４
）
へ

市
内
小
学
校
へ

●
金
百
万
円

徳
島
市　

中
田　

潔　

様
か
ら

図
書
充
実
資
金
と
し
て

阿
南
市
市
民
会
館
へ

●
壁
掛
け
時
計　
一
台

橘
町　

岡
部　

文　

様
か
ら

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

平
成
21
年
度
戦
没
者

追
悼
式
を
開
催
し
ま
す

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。
関
係
者
は

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日　
時　
７
月
４
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午
（
受
付
は
午
前
８
時
45

分
か
ら
）

場　
所　
阿
南
市
文
化
会
館　

夢
ホ

ー
ル

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

－

１
１
１
６
）
へ

船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

「
船
瀬
と
れ
と
れ
市
」

　

６
月
21
日
㈰
午
前
11
時
か
ら
午
後

３
時
頃
ま
で
、
地
元
の
海
の
幸
、
山

の
幸
を
中
心
と
し
た
産
直
市
を
温
泉

駐
車
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

　

眼
下
に
広
が
る
絶
景
と
や
わ
ら
か

で
気
持
ち
の
良
い
温
泉
と
と
も
に

「
と
れ
と
れ
市
」
で
の
お
買
い
物
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
船
瀬
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー
（
☎
21

－

３
０
３
０
）
へ

　

昨
年
、
日
本
国
内
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
１

０
９
万
２
０
０
０
人
。
亡
く
な
っ
た
人
は
、
１
１
４

万
３
０
０
０
人
。
日
本
の
人
口
は
、
１
年
間
に
５
万

１
０
０
０
人
の
自
然
減
に

な
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に

私
た
ち
の
阿
南
市
で
は
、

６
４
６
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
、
８
７
６
人
の

方
々
が
亡
く
な
り
、
２
３

０
人
の
自
然
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

先
日
、
総
務
省
に
よ
り

全
国
の
都
道
府
県
別
人
口

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
ま
す
と
、
前
年

よ
り
人
口
が
増
え
た
の
は
、

東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、

千
葉
、
愛
知
、
滋
賀
、
沖

縄
の
７
都
県
の
み
で
、
他

の
40
道
府
県
で
人
口
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
特
徴

は
、
75
歳
以
上
の
人
口
が

年
少
人
口
を
上
回
る
地
域

が
徳
島
県
を
は
じ
め
12
県
と
一
気
に
増
え
、
人
口
減

少
社
会
の
到
来
と
、
少
子
高
齢
化
の
加
速
が
け
ん
著

に
表
れ
て
い
る
点
で
す
。

　

今
、
地
方
圏
の
人
口
は
、
３
年
間
で
鳥
取
県
の
人

口
（
約
６
０
万
人
）
が
消
え
る
勢
い
で
減
っ
て
い
ま

す
し
、
日
本
の
労
働
人
口
は
今
後
毎
年
30
万
人
ず
つ

減
少
し
て
い
く
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
、

少
子
化
、
高
齢
化
の
同
時
加
速
は
、
す
ぐ
に
は
そ
の

悪
影
響
が
表
面
化
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ボ

ク
シ
ン
グ
の
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
、
社
会
の

様
々
な
分
野
に
変
化
を
き
た
し
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、

消
費
者
、
生
産
者
、
納
税
者
す
べ
て
が
減
り
、
国
の

経
済
の
成
長
を
阻
む
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
東
京
の
一
極
集
中
を
お
さ
え
、
地
方
圏
の

人
口
減
少
を
止
め
る
に
は
、
国
内
の
人
口
の
分
散
化

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方
途
と
し
て
道
州
制

を
導
入
す
べ
き
だ
と
思
い
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
全
て

が
、
東
京
の
霞
ヶ
関
（
中
央
省
庁
）
で
決
定
さ
れ
、

全
国
一
律
で
地
域
の
特
性
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
、

同
じ
よ
う
な
施
策
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
、

独
創
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
、
国
の
仕
組
み
を
つ

く
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
今

後
の
市
長
通
信
で
、
道
州
制
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
左
記
の
表
を
ご
覧
に
な
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
四
国
が
一
つ
に
な
れ
ば
一
つ
の
国
家

並
の
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

－

市長通信

－

お元気ですか

　

阿南市長　岩　浅　嘉　仁

地
域
の
独
創
性
を
発
揮
で
き
る
仕
組
み
が
必
要

【
６
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

1
・
8
・
15
・
22
・
29
日

船
瀬
温
泉

人口（万人）

ノルウェー 452

シンガポール 402

四国 401

ニュージーランド 382

GDP（億ドル）

マレーシア 1,308

シンガポール 1,167

四国 1,193

イスラエル 1,298
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第
６
期 

あ
な
ん

「
光
の
天
使
」募
集

　

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
、
光
の
ま
ち
阿
南
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ
く
「
光
の
天
使
」
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　
６
月
１
日
㈪
〜
６
月
26

日
㈮

応
募
資
格　
県
内
在
住
の
満
18
歳
以

上
の
方
で
、
平
日
、
休
日
を
問
わ
ず

行
事
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
で
き
る

方
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

賞
金
等　
賞
状
及
び
賞
金
10
万
円

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
観
光
協
会

（
事
務
局
：
商
工
観
光
労
政
課
☎
22

－

３
２
９
０
）
へ

松
く
い
虫
の
防
除
事
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

実
施
日
時

▼
地
上
散
布　
６
月
23
日
㈫
・
24
日

㈬　

午
前
４
時
30
分
〜
９
時
頃
（
雨

天
順
延
）

実
施
場
所　
東
部
海
岸
（
畭
町
・
中

林
町
・
見
能
林
町
の
海
岸
林
）

散
布
当
日
の
お
願
い　
毒
性
の
少
な

い
薬
剤
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
万

一
の
た
め
次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

①
飲
食
物
、
飲
料
水
、
庭
の
池
、
水

槽
、
鳥
か
ご
、
自
動
車
、
墓
石
等
は

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
覆
い
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
自
動
車
、
墓
石
等
に
薬
剤
が
か
か

っ
た
場
合
は
、
１
時
間
以
内
に
水
洗

い
し
て
く
だ
さ
い
。

②
散
布
中
は
、
窓
を
閉
め
洗
濯
物
な

ど
は
屋
内
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

③
草
花
、
野
菜
な
ど
に
薬
剤
が
多
量

に
か
か
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
散
水

し
て
く
だ
さ
い
。

④
散
布
中
は
、
区
域
内
に
立
ち
入
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は　
農
林
水
産
課
（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

あ
な
ん
松
竹
大
歌
舞
伎
公
演

　

昨
年
に
引
き
続
き
、「
あ
な
ん
松

竹
大
歌
舞
伎
」
公
演
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
歌
舞
伎
を
観
る
の
が
初

め
て
の
方
に
も
歌
舞
伎
俳
優
が
見
所

や
音
楽
、
歴
史
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
体
験
し
て
い
た
だ
く
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日　
時　
６
月
14
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
開
演
（
開
場
１
時
）

場　
所　
市
民
会
館

出
演
者　
片
岡
我
當　

上
村
吉
弥　

片
岡
進
之
介　

他

観
劇
料　
全
指
定
席
：
Ａ
席
４
千
円
、

Ｂ
席
３
千
円
（
当
日
券
は
５
百
円
増

し
）。

お
練
り　
公
演
当
日
は
、
午
前
11
時

か
ら
富
岡
内
町
会
館
か
ら
市
役
所
ま

で
行
い
ま
す
。
見
学
は
自
由
で
す
。

な
お
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
文
化
振
興
課
（
☎

22

－

１
７
９
８
）
ま
た
は
、
市
民
会

館
（
☎
22

－

７
０
０
０
）
へ

議
会
事
務
局
か
ら

　

５
月
１
日
発
行
の
市
議
会
だ
よ
り

１
１
０
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

救
急
医
療
の
受
診
体
制
の
変
更
と

対
応
策
の
答
え（
５
ペ
ー
ジ
３
段
目
）

で
、「
中
央
病
院
で
は
」
と
あ
る
の

は
「
阿
南
市
医
師
会
で
は
」
の
誤
り

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　次のとおり、市営住宅の入居者を募集します。
一般募集住宅　

住宅名 所　在　地 戸数 間　取 備考
中 川 原 横見町中川原 ２ ３ＤＫ
西　 方 長生町西方 １ ３ＤＫ
片　 山 新野町片山 2 ３ＤＫ

橘 橘町幸野 1 ３ＤＫ
橘 橘町幸野 ２ ２ＬＤＫ 単

高齢者向け募集住宅
住宅名 所　在　地 戸数 間　取 備考

赤　 池 那賀川町赤池 ３ ２ＤＫ 単
※60歳以上または昭和31年４月１日以前に生まれた方に限り申し込めます。

車いす専用住宅
住宅名 所　在　地 戸数 間　取 備考

西　 方 長生町西方 ２ ２ＬＤＫ
※両下肢・体幹、もしくは移動機能等の障害の程度が概ね３級以上で、現に車い

すを使用する必要がある方を含む世帯。

申込資格等　①〜④全てに該当する人。　①阿南市内に住民票また
は勤務地を有し、住宅に困っていると認められる人（持ち家のない
人）。②同居しようとする親族（婚約者の場合は入居を指定した日
から 3 ヶ月以内に結婚し、同居できる方である場合に申込みでき
ます）がいること。③政令で定める収入基準を満たす人。④申込者
及び同居する親族が、暴力団員でないこと。
入居者募集の方法　①申込書を受付時に審査します。必要書類が不
備な場合は受付できません。②入居申込は希望する住宅を 1 つ選
んで下さい。③同一の住宅に複数の申込みがあった場合は、抽選に
より当選者を決定します。④不正な申込みが発見された場合は、当
選資格又は入居許可を取り消します。申込み後、入居までに同居親
族が変更（出産、死亡を除く）、又は婚約者が変わった場合は、そ
の申込みを無効とします。
申込みに必要な書類等　①市営住宅使用申込書（住宅建築課備え付
けの様式）申込書には印鑑が必要。②入居希望の方全員の住民票。
③収入を証する書類。所得課税証明書、源泉徴収票 ( 給与支払明細
書 ) など。④婚約中の方は、婚約が証明できる書類。
※条件等がありますので、お問い合わせご確認ください。
申込期間　６月16日㈫から18日㈭までの午前9時から午後５時まで。
抽選日　６月25日㈭、26日㈮、29日㈪
入居予定日　平成21年８月１日
その他　家賃、敷金、収入基準、関係書類の提出等、いろいろと条
件や制約等がありますので、くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　市役所分庁舎３階　住宅建築課（☎22－3434）へ

市営住宅入居者募集
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あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

220件（809）
0人（  0）

34人（140）

救 急 件 数
搬送人員

244件（963）
237人（952）

火 災 件 数
損 害 額

2件（10）
296千円（12,940千円）

●阿南署管内平成21年４月分合計　(　)内は１月からの累計

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

　

阿
南
市
内
に
お
い
て
も
昨
年
、

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
が
15
件
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
や
市
町
村
役
場
等

の
職
員
が
、
電
話
で
還
付
手
続
き

の
詳
細
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
や
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
を
促
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
時
は
、
す
ぐ
に

最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在

所
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

　

ま
た
、「
定
額
給
付
金
」
に
絡

ん
だ
も
の
な
ど
、
新
し
い
手
口
の

振
り
込
め
詐
欺
も
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
改

正
！

　

今
年
の
１
月
５
日
か
ら
、
刃
渡

り
５
・
５
㎝
以
上
15
㎝
未
満
の
両

刃
の
剣
が
、
新
た
に
所
持
禁
止
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
ま
で
に
処
分
す
れ
ば
、

罪
に
問
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
７
月
４

日
を
過
ぎ
る
と
不
法
所
持
に
な
り
、

罪
（
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万

円
以
下
の
罰
金
（
懲
役
と
罰
金
の

併
科
あ
り
））
に
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

期
間
内
に
最
寄
り
の
警
察
署
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

「
高
齢
者
１
１
７
１
（
い
き
い
き
な

が
い
き
）
作
戦
」

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図
り
、

死
者
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
次
の
項
目
に
つ
い
て
重
点
的
に
運

動
し
て
い
ま
す
。

①
全
て
の
高
齢
者
が
着
用
す
る
反
射

素
材
の
提
供
②
全
て
の
高
齢
者
が
受

講
す
る
効
果
的
な
交
通
安
全
教
育
の

推
進
③
全
て
の
高
齢
者
に
届
く
広
報

啓
発
活
動
の
充
実

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

－

０
１
１
０
）
へ

今
年
の
水
道
週
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
お
い
し
い
ね　

こ
の
水

未
来
に　

い
つ
ま
で
も
」

　

水
は
、
私
た
ち
人
間
は
も
ち
ろ
ん
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
に

と
っ
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
水
も
決
し
て
無
限
で
は
な
く
、
い
ま
や
限
り
あ

る
貴
重
な
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
限
り
あ
る
水
を
暮
ら
し

に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
節
水
に
も
こ
こ
ろ
が
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

水
道
の
届
出
と
ご
相
談
に
つ
い
て

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

①　

新
し
く
水
道
を
お
使
い
に
な
る
と
き

②　

引
越
し
し
て
い
か
れ
る
と
き

③　

長
い
間
、
水
道
を
お
使
い
に
な
ら
な
い
と
き

④　

使
用
者
の
名
義
が
変
わ
る
と
き

⑤　

そ
の
他
変
更
が
あ
る
と
き

　
水
道
料
金
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

（
手
続
き
は
市
内
の
金
融
機
関
で
お
願
い
し
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
は
】

●
使
用
水
量
と
検
針
及
び
水
道
料
金
に
関
す
る
こ
と
。

　

業
務
課
（
☎
22

－

０
５
８
７
）
へ

●
給
水
装
置
の
新
設
と
変
更
工
事
及
び
水
道
工
事
店
に
関

す
る
こ
と
。

　

工
務
課
（
☎
22

－

３
２
９
５
）
へ

●
水
道
の
故
障
、
そ
の
他
水
道
に
関
す
る
こ
と
。

　

工
務
課
（
☎
22

－

３
２
９
５
）
へ

工
務
課
給
水
係
か
ら
の
お
願
い

　

水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
水
道
管
の
管
理
を
充
実
し
、
修

理
や
検
針
作
業
を
速
や
か
に
行
う
た
め
、
宅
地
内
で
水
道

メ
ー
タ
ー
等
の
移
設
を
行
う
場
合
は
、
申
請
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
家
の
建
て
替
え
や
庭
の
工
事
等
で
水
道
メ
ー
タ

ー
や
水
道
管
を
移
設
す
る
場
合
は
、
市
指
定
水
道
工
事
店

を
通
じ
て
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
工
務
課
給
水
係
（
☎
22

－３
２
９
５
）
へ

６
月
１
日
〜
７
日
は

「
水
道
週
間
」で
す
！
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臨
時
保
育
士
募
集

　

平
成
21
年
度
に
市
立
保
育
所
で
勤

務
す
る
臨
時
保
育
士
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
資
格

を
持
ち
、
保
育
に
意
欲
が
あ
る
人
は
、

臨
時
保
育
士
と
し
て
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

登
録
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も
の

に
写
真
添
付
）･

保
育
士
証
等
の
写

し
を
、
人
事
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

採　
用　
面
接
等
で
決
定
し
ま
す
。

＊
必
ず
採
用
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ

と
を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

羽
ノ
浦
プ
ー
ル
の

開
館
に
つ
い
て

　

羽
ノ
浦
プ
ー
ル（
羽
ノ
浦
町
宮
倉
）

を
次
の
と
お
り
開
館
し
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

開
館
期
間
・
時
間　
６
月
１
日
㈪
〜

８
月
31
日
㈪　

午
後
１
時
〜
６
時

使
用
料　
子
ど
も
３
０
０
円　

高
校

生
以
上
４
５
０
円

休
館
日　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

問
い
合
わ
せ
は　
同
プ
ー
ル
管
理
事

務
室
（
☎
44

－

１
１
７
８
）
へ

公
方
の
館

歴
史
講
座
の
ご
案
内

日
時　
６
月
13
日
㈯　

午
後
２
時

会
場　
阿
波
公
方
民
俗
資
料
館
（
那

賀
川
町
）

演
題　
平
島
が
生
ん
だ
古
学
者
「
高

橋
赤
水
の
学
問
と
生
涯
」

講
師　
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授

有
馬
卓
也
先
生

問
い
合
わ
せ
は　
阿
波
公
方
民
俗
資

料
館
（
☎
42

－

２
９
６
６
）
へ

　７月１日に平成21年経済センサス—
基礎調査が実施されます。全国すべての
事業所や企業が対象です。
　調査にご協力をお願いします。
問い合わせは　企画政策課（☎22－
3429）へ

豊かな日本にするために
「経済センサス－基礎調査」

を実施します。

　ピアニスト憧れの名器
　名器ニューヨークスタインウェイ社製のグランドピ
アノを、夢ホールステージで弾いてみませんか。
　ピアノは弾くことで育ちます。市民みんなで育てましょう。小学生以上なら
どなたでも。ピアノのソロ、連弾、ピアノと他の楽器とのアンサンブルや歌唱
などでご参加ください。マイク等の音響機器は使用できません。ピアノを使わ
ない演奏は趣旨に添いませんので、ご遠慮ください。
日　時　８月23日㈰　午前11時〜（出演者数により開演時間が前後します。）
場　所　夢ホール（阿南市文化会館）
参加料　500円（演奏会の見学は無料です。）
主　催　阿南市／阿南市教育委員会　
運営協力　ＮＰＯ法人夢ホール市民協議会夢つくりあなん（☎23－5599）
参加申込方法　往復はがきで次の項目を記載し、下記住所に郵送してください。

①出演者の名前②年齢（小学１年生以上）③住所④連絡先電話番号⑤
演奏曲目、作曲者（編曲者）⑥演奏時間（10分以内）
⑦アンサンブルの場合は譜面台、椅子の必要数
〒774－0030　阿南市富岡町西池田135－1
阿南市文化会館「みんなでピアノ物語」
●７月17日㈮消印で締め切りとさせていただきます。

問い合わせは　夢ホール（阿南市文化会館）（☎21－0808）へ

みんなでピアノ物語

シ
リ
ー
ズ

集
中
豪
雨
に
注
意
！

　

自
然
の
出
来
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

毎
年
、
く
り
返
し
雨
の
季
節
が
あ
り
、

台
風
も
や
っ
て
き
ま
す
。

　

特
に
近
年
は
、
予
測
困
難
で
局
地

的
な
短
時
間
豪
雨
を
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と

呼
び
、
全
国
各
地
で
多
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
お
り
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
、
昨
年
、
床
上
・
床
下
浸
水

等
の
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
過
去

に
洪
水
及
び
浸
水
が
発
生
し
た
こ
と

が
あ
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
危

険
が
あ
る
か
調
べ
て
お
き
、
日
頃
か

ら
災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
豪
雨
が
近
づ
い
た
ら
、
こ
れ
だ
け

は
や
っ
て
お
こ
う
！　

○
雨
に
関
す
る
情
報
を
注
意
深
く
聞

く
。

○
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
服
に
着
替

え
、非
常
持
出
袋
な
ど
を
用
意
す
る
。

○
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
、
ろ
う

そ
く
、
携
帯
ラ
ジ
オ
を
用
意
す
る
。

○
浸
水
に
備
え
て
家
財
道
具
を
で
き

る
だ
け
高
い
場
所
に
移
す
。

○
お
年
寄
り
、
乳
幼
児
、
病
人
、
し

ょ
う
が
い
者
の
方
な
ど
は
、
で
き

る
だ
け
安
全
な
場
所
（
部
屋
）
に

移
る
。

○
家
族
で
も
う
一
度
、
避
難
場
所
と

避
難
コ
ー
ス
を
確
認
し
合
う
。

■
浸
水
が
あ
っ
た
場
合
の
衛
生
対
策

は
十
分
に
！

○
床
下
は
、
新
聞
紙
等
で
吸
水
し
、

扇
風
機
等
に
よ
り
強
制
的
に
換
気

す
る
な
ど
乾
燥
に
努
め
る
。

○
井
戸
の
生
水
を
飲
ま
な
い
。　
　

○
床
上
浸
水
の
場
合
は
、
畳
や
食
器

戸
棚
、
食
器
類
、
そ
の
他
家
具
調

度
品
な
ど
は
十
分
に
洗
浄
・
消
毒

す
る
。

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
安
全
局
（
☎

22

－

９
１
９
１
）
へ

シ
リ
ー
ズ

№11

雨 量 と 降 り 方
（ＮＨＫ気象ハンドブック抜粋）

１時間の雨量 雨 の 降 り 方
８〜15ミリ 雨の降る音が聞こえる。

15〜20ミリ 地面一面水たまり。雨音で話し
声がよく聞こえない。

20〜30ミリ どしゃ降り。側溝がたちまちあ
ふれる。

30〜50ミリ バケツをひっくり返したような
雨。

50ミリ以上 滝のように降る。土石流がおこ
りやすい。
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ニュースオアシス

豆力士たちが熱戦
こども相撲大会

　５月５日「子どもの日」にちなんで、
恒例の阿南市こども相撲大会が椿町中
学校相撲場で行われました。
　44回目を迎えた今大会には市内の
小中学校から男女合わせた豆力士114
人が参加。なかでも最も出場選手が多
かった小学校男子団体の部では、白熱
した土俵上の攻防が繰り広げられ、熱
戦の末に、富岡小学校Ｂチームが優勝
を飾りました。
　チームの大将を務めた兼松拓海くん

（小６）は、「優勝できたのはみんなの
力。勝てて本当にうれしい」と広報イ
ンタビューに答えてくれました。
　また女子団体は、福井小学校Ｂチー
ムが優勝しました。なお、それぞれの
団体戦は、先鋒（４年生）、中堅（５
年生）、大将（６年生以下）の３名で
行われました。

LED街路灯を見上げる地元商店街の人たち。 見応えのある数々の名勝負が行われた。

まちの明るさと賑わいを願って
ＬＥＤ街路灯が設置

　秋の祭礼の際には商店街の中で重さ
４㌧のだんじり同士が勇ましくぶつか
り合うことで知られている橘町に、Ｌ
ＥＤ（発光ダイオード）による街路灯
が設置されました。
　新しい街路灯は約70㌢の球形のア
クリル樹脂の中に600個のＬＥＤがオ
ブジェのようにまかれており、従来の
水銀灯に比べて明るく、年間の電気代
も安くなるそうです。また、ＬＥＤの
色も白から青や緑、赤などにも変える
ことができるなど、祭りや商店街のイ
ベントなどの活用にも期待できます。
　設置したのは町内の商店などでつく
る「㈿橘優良店会」で中小企業庁の補
助金を得て実現することになりました。
　橘地区では公民館周辺にもＬＥＤに
よる美しいオブジェが数基飾られてお
り、光によるまちおこしが進められて
います。

阿南市・阿南高専
今年度の連携事業がスタート

　阿南市は、地域の振興と発展及び教
育研究の充実を図るため市内の最高学
府である阿南工業高等専門学校との間
に「連携協力に関する協定」を平成
15年１月から締結しています。
　この協定に基づき、昨年度において
実施された事業の報告と今年度の事業
計画を協議する会議が４月16日、市
役所で行われました。
　昨年度は、①ＬＥＤ（発光ダイオー
ド）オブジェの製作とＬＥＤ基板の常
設化に関する研究②高度情報通信ネッ
トワーク社会における電子自治体の構
築③大潟漁港干潟埋立工事における絶
滅危惧種生物（シオマネキ）の対応等
の研究が阿南高専で行われ、その研究
概要と進捗状況について報告され、今
年度も引き続き同テーマで研究を進め
ていくことが決まりました。

訓練査閲を受ける水難救助潜水隊。

連携推進会議のようす。
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ニュースオアシス

徳島マラソン（女子総合）
　女王に輝いた武本尚美さん

　４月26日に開催された「とくしまマラ
ソン2009」に武本尚美さん（26歳：横見
町）が女子総合１位に輝きました。
　昨年から始まった徳島マラソンは人気を
呼んで、県内外の健脚自慢たち4402人が
出場。日本陸連の公認コースとして徳島市
－阿波市区間を折り返して走る「42.195
㌔」で、闘いが行われました。
　レースは終日、強い向かい風が吹くなど、
選手たちは難しい走りを要求されましたが、
武本さんは「２時間56分41秒」と３時間
を切る素晴らしい成績で女王の座を獲得。
その勝因は「最後まで集中力を持続できた
ことかな」と話されていました
　新春を飾る徳島駅伝では阿南市チームの
主将として、チームを引っ張った武本さん。
中学、高校、大学時代を通して長距離選手
として徳島県を代表する名ランナーですが、
意外にもフルマラソンは初めてだったそう
です。
　今も約20㌔の走り込みを日課とする練
習好きの武本さん。次の大会も楽しみです。

科学のおもしろさを体験
「こども科学フェスティバル」

　ゴールデンウィーク真っ只中の５
月３日〜５日にかけて、阿南市科学
センター（那賀川町）では、恒例の
「こども科学フェスティバル」が開
催され、期間中大ぜいの親子連れで
賑わっていました。
　このフェステイバルでは、主に身
近な材料を使って工作づくりを楽し
むことができる「特別ブース」と、
指導員の実験のようすを見学したり
体験することができる「科学実験コ
ーナー」が用意されており、館内で
は子どもたちの歓声と驚きの声でい
っぱいでした。
　また、天文館では昼間、プラネタ
リウムの投影が行われており、人気
を呼んでいました。

News Oasis

阿南市消防
水難救助潜水隊員が発足

　市内で起こる水難事故に対応する
ため、阿南市消防本部では潜水士免
許を保有する職員を選抜し定期的な
訓練を終えた15名による「水難救
助潜水隊員」を４月１日より発足さ
せました。
　隊員たちは昨年の11月から県消
防学校や県内ホテルの潜水プールで
泳力強化や潜水技術訓練を行うとと
もに、中林漁港内で現場活動を想定
した訓練も実施していました。
　４月13日には「車両が岸壁から
転落し、車内に残った要救助者を救
出する」ことを想定した潜水救助訓
練が行われました。
　水難事故は市内では過去10年間
で49件発生しており、要救助者の
生命を救うために迅速な救助が必要
です。同潜水隊は今後も引き続き定
期的な訓練を実施していきます。

岩浅市長に優勝の報告をする武本さん。副賞の国内航空券（ペア）は、両親にプレゼントしたいと話していました。

訓練査閲を受ける水難救助潜水隊。

鉄と食塩水と空気の酸素を反応させてカイロを作る実験のようす。
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人権教育・啓発
〈連載69〉

「
阿
南
市
人
権
教
育・啓
発
研
究
講
座
」の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

阿
南
市
で
は
、
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め

に
、「
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
研

究
講
座
」
の
受
講
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

目　
的　
講
座
を
集
中
的
に
開
催
す

る
こ
と
に
よ
り
、
一
つ
の
人
権
課
題

を
よ
り
専
門
的
に
学
び
、
見
識
を
深

め
る
。

募
集
人
員　
夏
期
講
座
40
人
、
秋
期

講
座
40
人
（
両
講
座
の
受
講
申
込
も

可
）

応
募
資
格　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
、

又
は
、
市
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
人

で
本
講
座
の
目
的
に
賛
同
し
、
講
座

課
目
終
了
時
ま
で
継
続
し
て
参
加
で

き
る
人
。

講　
座

夏
期
講
座

『
同
和
問
題
』

開
催
日　

　

７
月
16
日
㈭
、
30
日
㈭
、
８
月
６

日
㈭
、
20
日
㈭
の
計
４
回
を
予
定
。

開
催
時
間　
午
後
２
時
〜
４
時

開
催
場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階
研

修
室
「
う
め
」

講　
師　
白
井
俊
一
さ
ん
（
人
権
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
究
会
世
話
人
）

秋
期
講
座

『
子
ど
も
の
人
権
を

考
え
る
』

開
催
日　

　

10
月
１
日
㈭
、
22
日
㈭
、
11
月
５

日
㈭
、
19
日
㈭
の
計
４
回
を
予
定
。

開
催
時
間　
午
後
２
時
〜
４
時

開
催
場
所　
那
賀
川
図
書
館
視
聴
覚

室講　
師　
阿
部
和
代
さ
ん
（
Ｃ
Ａ
Ｐ

と
く
し
ま
代
表
）

申
込
方
法　
人
権
啓
発
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
☎
22

－
３
０
９
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22

－

４
７
８
５
）

締
め
切
り　
６
月
22
日
㈪

市
内
事
業
所
の
経
営
者
・
管

理
者
の
皆
さ
ま
へ

　

行
政
（
阿
南
市
、
阿
南
市
教
育
委

員
会
）
で
は
、
公
共
施
設
や
量
販
店

の
ト
イ
レ
な
ど
へ
の
定
期
的
な
巡
視

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
各
事
業
所
に
お
い
て
も
、

人
権
を
踏
み
に
じ
る
悪
質
な
落
書
き

等
を
防
ぐ
た
め
に
、
事
業
所
内
の
ト

イ
レ
や
人
通
り
の
少
な
い
場
所
な
ど
、

定
期
的
な
点
検
を
実
施
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ト
イ
レ
が
明
る
く
、
清
潔
感
あ
ふ

れ
る
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

落
書
き
し
に
く
い
状
況
を
、
日
頃
か

ら
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
時

の
対
応
に
つ
い
て

　

万
が
一
、
人
権
を
侵
害
す
る
よ
う

な
内
容
の
落
書
き
等
を
発
見
し
た
際

に
は
、
そ
の
場
で
消
去
し
な
い
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
人
権
啓
発
課
（
☎

22

－
３
０
９
４
）
ま
た
は
人
権
教
育

課
（
☎
22

－

３
３
９
２
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

阿
南
市
人
権
教
育
協
議
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

阿
南
市
人
権
教
育
協
議
会
で
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
立
場
に
立
っ
て
、

人
権
尊
重
を
柱
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
つ

い
て
は
、
２
０
０
９
年
度
の
総
会
を

左
記
の
と
お
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時　
６
月
２
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
よ
り
受
付
。
２
時
開
会

場　
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

　
　
　
　
　

１
階
視
聴
覚
室

「
日
本
女
性
会
議

２
０
０
９
さ
か
い
」
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

山
の
動
く
日
き
た
る
〜
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
の
宇
宙
（
そ
ら
）
へ
〜
を
テ

ー
マ
に
第
26
回
日
本
女
性
会
議
が
大

阪
府
堺
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
程　
10
月
30
日
㈮
〜
31
日
㈯

参
加
費　
２
万
５
千
円
程
度
（
交
通

費
、
宿
泊
費
、
大
会
参
加
負
担
金
、

昼
食
代
等
）

　

参
加
い
た
だ
け
る
方
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
男
女
共
同
参
画
室

（
☎
22

－

７
４
０
１
）
へ

４月28日には、今年度第１回めとなる「人権教育・啓発市民講
座」が、文化会館で開催され、講師の辻本一英さん（芝原生活文化
研究所代表）のわかりやすく軽妙な話で、会場は盛り上がった。

阿南市人権教育・啓発市民講座にご参加ください
日時　６月23日㈫　午後２時〜３時30分
場所　阿南市文化会館　１階視聴覚室
講師　古川忠志さん　NPO 法人つなぐ手たけのこ理事長

演題　『聴覚障がい者とは何？』
　講演前に簡単な手話講座があります

６月１日は「人権擁護委員の日」です
人権擁護委員による、特設人権相談所を次のとおり開設します。
日時　６月１日㈪　午前10時〜正午
会場　市役所第２会議室（本庁舎３階）
　　　那賀川公民館（２階洋室）
　　　羽ノ浦地域交流センター（小会議室）
＊秘密は固く守られますので、ご相談ください。
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阿南市立図書館だより

那賀川図書館　☎42－3111
（開館時間）午前10時〜午後６時
（ボランティアからのお知らせ）

・阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業  
６月13日㈯　８：30〜10：00
※雨天の場合は６月21日㈰に延期

（おはなし会）－おはなしのポケット主催－
７日・14日・21日・28日　
午前11時〜　図書館　おはなしコーナー

（市民ギャラリー）入場無料
「平成22年度使用教科書展示会　－小・中・高校－」
６月19日㈮〜７月２日㈭

阿南図書館　☎23－2020
（開館時間）平　日　午前９時〜午後６時

土・日　午前９時〜午後５時
（おはなしひろば）

－おはなしひろば ・ひまわり主催－
７日・14日・21日・28日
午後２時 〜３時　図書館２階・和室

（ぴよちゃんくらぶ）
－赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会－
11日㈭・25日㈭
午前10時30分〜11時　図書館２階・和室

（開館時間）午前10時〜午後６時
（おはなし会）－こすもすお話会主催－ 

６日・13日・20日・27日　毎週土曜日　午後２時〜
図書館　おはなしコーナーにて

（こすもすお話会のボランティア募集）
　こすもすお話会は、毎週土曜日午後２時から羽ノ浦図書
館でおはなし会をしています。子どもたちに絵本の読み聞
かせや紙芝居等をして楽しんでもらっています。
　読み聞かせボランティアに興味がある方はお気軽に羽ノ
浦図書館までご連絡ください。お待ちしています。

羽ノ浦図書館　☎44－2100

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 12日 金 桑野コミュニティーセンター前 14：10〜14：40

６月２日 火 中 央 病 院 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 山 口 分 館 前 14：50〜15：20
　 　 老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 14：20〜14：50 16日 火 上 中 分 館 前 14：20〜15：00

王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 18日 木 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
　　３日 水 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10

　 新 野 駅 前 14：30〜15：00 19日 金 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15
５日 金 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00

　 　 加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40〜14：20 　 24日 水 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00
　 大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40

９日 火 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30  　25日 木 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

としょかんライフ

　図書館は市民の皆さんの読みた
い本を集めてくる窓口です。
　毎日の生活の中で、図書館をど
んどん利用しましょう！

利用者カードがなくても…

●全国紙・スポーツ紙など、３館とも７〜８種類の
新聞を読むことができます。

●いろいろな辞書・事典を使って、知りたいことを

調べることができます。

●雑誌の最新号を読むことができます。

（雑誌は阿南図書館 83種類、那賀川図書館 74種

類、羽ノ浦図書館 44種類）

　図書館では季節や話題のテーマに合わせて本の展

示もしています。

　さあ、図書館を利用してあなたの毎日をもっと楽

しくしましょう！

Let’s enjoy

図書館は無料で
　利用できます！Vol.2

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。
阿南図書館　☎23－2020

移動図書
館「わかたけ号」巡回日程表

（３館休館日）１日・８日・15日・22日・29日・30日

貸出できます！

利用者カードがあれば

・本は 100 冊

・雑誌は 10冊（最新号は貸出できません。）

・ＣＤ・ビデオは５点（那賀川・羽ノ浦図書館のみ）

「貸出期間は２週間です。」
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情報文化センターからのお知らせ

問い合わせは
阿南市科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：６月１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪
◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

★大型天体望遠鏡オーバーホールに伴う
天体観望会休止のお知らせ

　６月１日〜６月30日の間、大型天体望遠鏡のオーバーホー
ル作業のため、この期間は昼間の星の観望会、夜間天体観望
会をお休みさせていただきます。ご迷惑をおかけいたします
が、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

★日食観察講座を実施します

　今年は、７月22日㈬に全国的に日食が見られ、九州の南（奄
美大島や屋久島など）では、皆既日食になります。徳島県で
も、太陽の約８割が欠け、ここまで大きく欠けた太陽が見え
るのは 1958 年４月 19 日以来、約 51 年ぶりとなります。
　この日食観察講座では、日食が起こるしくみを説明したの
ち、便利な日食観察メガネを作成し、実際に太陽を観察します。
実施日時　７月 11 日㈯　13：30 ～ 15：00
対　　象　小学生以上
参 加 料　無料（先着100名）

★おもしろ科学実験（参加無料）

　毎週土・日曜日の 11：00 と 14：00 から実施。くわしい
内容は科学センターまでお問い合わせください。

実施日時 テーマ
６月 6日㈯ 空き缶を転がすのはどんな力？

　7日㈰ ナイロンのでき方
13日㈯ 大気圧を体験しよう
14日㈰ 阿南の天然記念物「三滝花崗岩」の観察
20日㈯ 阿南の天然記念物「あこう」の観察
21日㈰ ハンドパワーで風車を回そう
27日㈯ 漂白剤のはたらき
28日㈰ 光のブーケを作ろう

●あなんサマーコンサート
「徳島県警察音楽隊演奏会」

　心おどる勇壮な吹奏楽をご堪能ください。カラーガード隊
による華やかなフラッグ演技もお楽しみいただけます。
日　時　７月５日㈰　午後２時開演（開場１時 30 分）
会　場　コスモホール（阿南市情報文化センター）
出　演　徳島県警察音楽隊、カラーガード隊
曲　目　「ＮＨＫ大河ドラマ・天地人／主題歌」

「宇宙戦艦ヤマト」ほか
入場料　無料／ただし入場整理券が必要です。整理券は６月

２日㈫より、情報文化センター、夢ホール（文化会
館）、市民会館、各住民センターおよび支所等で配
布します。

★科学の広場（参加無料）

　幼児から参加できる催しです。どなたでも参加できます。
実施日時　６月７日㈰

10：30 ～ 12：00、13：30 ～ 15：00
テ ー マ　「うずのパワーが止まらない」

★阿南ネイチャー講座Ⅲ

　昨年度に引き続き、阿南ネイチャー講座を行います。阿南
市近郊の自然探索に貸し切りバスで出かけたり、科学工作、
昆虫採集に行ったりと、夏休みの自由研究や工作の宿題にも
役立つ催しです。実施するコースは下記の５コースです。く
わしくは６月下旬から７月上旬ごろ阿南市各小中学校を通じ
て配布予定のチラシか、科学センターのホームページ（６月
中旬ごろ掲載予定）をご覧ください。

実施日 コース名 参加料 定員
 ７月19日㈰ 離島探検コース 1,500円 30名

７月25日㈯・26日㈰ サマーサイエンスコース 2,000円 50名
８月 1日㈯・ 8日㈯ 顕微鏡マスターコース 600円 30名
８月 2日㈰・23日㈰ 昆虫キングコース 600円 30名

10月10日㈯ 高原の生物ふれあいコース 500円 25名

　参加対象は全コース共通で小学校３年生から中学校３年生
までの児童・生徒です。

●第11回コスモホール
ジュニアコンサート　出演者募集

日　　時　７月 26 日㈰　午後１時 30 分開演予定
会　　場　コスモホール（阿南市情報文化センター）
入 場 料　無料
出 演 者　阿南市在住の高校生以下の子どもたち

（公募による 30 組程度）
演奏方法　電子楽器・音響拡声器を使用しない洋楽器による

生演奏
申込方法　情報文化センター事務所にある申込用紙に記入を

お願いします。
申込締切　６月 21 日㈰

問い合わせは　阿南市情報文化センター（☎ 44−5000）へ　　◎６月の休館日：１日、８日、15日、22日、29日

科学センターからのお知らせ
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別
件
で
の
取
材
の
た
め
に
初
め
て

訪
ね
た
那
賀
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
。
賑
や
か
な
声
に
誘
わ
れ
て
、
一

角
に
目
を
や
る
と
子
ど
も
を
ひ
ざ
に

乗
せ
た
母
親
た
ち
が
車
座
と
な
り
、

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
聞
く
と
い
つ
も
の
育

児
相
談
だ
と
い
う
。
時
お
り
起
こ
る

大
き
な
笑
い
声
。
テ
ン
ポ
よ
く
繰
り

出
さ
れ
る
話
に
母
親
た
ち
の
緊
張
感

が
見
る
見
る
間
に
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
て

い
く
よ
う
す
に
驚
い
た
。

□　

□　

□

　

か
つ
て
、
小
児
病
棟
に
勤
務
し
て

い
た
頃
、
幾
度
と
な
く
低
体
重
の
未

熟
児
を
医
師
と
と
も
に
24
時
間
体
制

で
見
守
っ
た
。
母
親
た
ち
の
不
安
で

悲
痛
な
思
い
を
全
身
に
受
け
止
め
、

必
死
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　

一
般
的
に
母
親
た
ち
は
未
熟
児
で

生
ま
れ
た
の
は
自
分
の
せ
い
だ
と
責

め
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し

な
が
ら
赤
ち
ゃ
ん
が
体
も
心
も
元
気

に
な
る
た
め
に
は
お
母
さ
ん
の
安
心

感
が
絶
対
に
必
要
と
な
る
。
そ
の
た

め
に
も
、
人
の
心
の
痛
み
や
苦
し
み

を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
者
の

者
が
元
気
だ
っ
た
頃
に
や
っ
て
い
た

と
い
う
野
菜
作
り
だ
っ
た
。
さ
っ
そ

く
病
院
の
敷
地
内
に
小
さ
な
畑
を
こ

し
ら
え
て
回
復
訓
練
に
使
用
す
る
こ

と
に
し
た
の
だ
。
た
だ
し
患
者
は
思

う
よ
う
に
体
が
動
か
せ
ら
れ
な
い
た

め
に
作
業
は
彼
女
た
ち
が
代
行
。
と

こ
ろ
が
患
者
は
指
図
を
す
る
こ
と
で
、

元
気
だ
っ
た
頃
を
ど
ん
ど
ん
思
い
出

し
て
い
っ
た
の
だ
。

　
「
人
間
年
を
取
っ
て
体
も
動
か
な

く
な
る
と
、
自
分
は
何
も
役
に
立
っ

て
い
な
い
と
思
い
が
ち
に
な
り
ま
す

が
、
知
識
と
経
験
で
人
に
教
え
る
こ

と
で
自
分
の
存
在
感
を
確
認
で
き
る

し
、
家
族
も
そ
れ
が
わ
か
っ
た
よ
う

で
す
」。
収
穫
の
際
に
は
患
者
の
家

族
も
呼
び
、
み
ん
な
で
ト
マ
ト
や
ス

イ
カ
を
食
べ
あ
っ
た
。
そ
の
感
覚
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
彼
女
も
今
ま
で
に
仕
事
を

辞
め
よ
う
と
真
剣
に
思
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
打
ち
明
け
る
。
子
ど
も
が

ま
だ
幼
い
頃
、
夜
勤
が
あ
る
三
交
代

勤
務
を
こ
な
し
て
い
た
が
、
ず
い
ぶ

ん
と
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
た
か
ら
だ
。
そ
れ
だ
け

に
子
育
て
中
の
後
輩
看
護
師
た
ち
の

気
持
ち
が
痛
い
ほ
ど
わ
か
る
。
両
立

さ
せ
る
こ
と
の
い
か
に
大
変
さ
が
。

　
「
幾
つ
に
な
っ
て
も
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
を
求
め
て
歩
き
た
い
の
」（
笑
）

と
顔
を
赤
ら
め
る
。
少
女
の
と
き
に

誓
っ
た
誓
詞
の
気
持
ち
は
薄
れ
る
こ

と
は
絶
対
に
な
い
。

－

ひ
と 

輝
く 

阿あ

南な
ん

人び
と

－

　

「
わ
れ
は
心
よ
り
医
師
を
助
け
、
わ
が
手
に
託
さ
れ
た
人
々
の
幸
の
た

め
に
身
を
捧
げ
ん
」。
…
看
護
師
へ
の
第
一
歩
と
な
る
戴
帽
式
の
際
に
誓

っ
た
〝
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誓
詞
〟。

　

そ
の
教
え
を
胸
に
刻
ん
で
36
年
。
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
の
重
み
を
受
け
止

め
な
が
ら
、
理
想
と
す
る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
を
追
い
求
め
た
い
と
話
す
の

は
篠
原　

静
さ
ん
（
57
歳

：

中
林
町
）
だ
。
阿
南
共
栄
病
院
の
看
護
部
長

と
し
て
多
忙
な
日
々
を
送
る
傍
ら
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
育
児
相
談

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
。

存
在
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

た
。

　

そ
し
て
、
母
親
た
ち
は
い
ろ
ん
な

悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

と
も
に
涙
を
流
し
た
。
母
親
た
ち
が

安
心
し
て
保
育
や
相
談
が
で
き
る
場

所
が
あ
れ
ば
、
気
持
ち
に
も
ゆ
と
り

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し

た
思
い
か
ら
現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　

実
践
躬き
ゅ
う
こ
う行

の
人
で
あ
る
。
小
さ
い

と
き
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た「
看
護
師
」

へ
の
コ
ー
ス
を
歩
む
と
と
も
に
、
看

護
師
と
し
て
働
き
出
し
た
後
も
そ
の

知
識
だ
け
で
は
人
を
救
う
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
て
「
保
健
師
」
の
課

程
に
も
進
学
。
さ
ら
に
は
通
信
教
育

で
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
の
資

格
ま
で
取
得
し
た
。

　

そ
れ
は
、
絶
え
ず
患
者
が
何
を
求

め
て
い
る
か
、
そ
れ
に
応
え
る
た
め

に
自
分
の
容
量
を
合
わ
せ
て
き
た
結

果
と
い
え
よ
う
。

　

患
者
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
。

し
か
し
そ
れ
は
全
て
患
者
の
望
む
ま

ま
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
相
手
の

こ
と
を
思
い
、
と
き
に
は
激
し
く
ぶ

つ
か
り
合
う
こ
と
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
回
復
期
リ
ハ
病
棟
に
勤

務
し
て
い
た
頃
、
体
を
思
う
よ
う
に

動
か
せ
な
く
な
っ
た
お
年
寄
り
の
患

者
に
、
い
か
に
自
分
を
取
り
戻
し
て

も
ら
う
べ
き
か
頭
を
悩
ま
せ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
と
き
思
い
つ
い
た
の
は
、
患

カメラの前は緊張するんよと、笑う篠原さん。
話するだけで、こちらが明るくなる。

輝
く
人
が
い
る
。

が
ん
ば
る
人
が
い
る
。

ま
ち
の
主
人
公
は
「
ひ
と
、
市
民
」。

ひ
と
が
輝
き

阿
南
の
ま
ち
も
輝
く
。
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す
。
そ
の
時
は
何
よ
り
嬉
し
そ
う
な

顔
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

息
子
夫
婦
に
い
つ
も
礼
を
言
う
と

「
僕
よ
り
お
母
さ
ん
が
毎
日
食
事
を

食
べ
さ
せ
た
り
、
お
し
め
を
換
え
た

り
と
か
で
大
変
や
の
に
、
僕
ら
は
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
見
る
だ
け
で
、
こ

ん
な
事
し
か
出
き
ん
わ
」
と
い
っ
て

笑
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
困

っ
た
時
に
こ

そ
、
家
族
の

考
え
が
一
つ

に
な
っ
た
温

か
い
言
葉
を

聞
く
と
心
配

や
迷
惑
を
か

け
て
申
し
訳

な
い
と
心
か

ら
思
い
ま
す
。

　

母
の
介
護
を
さ
せ
て
戴
く
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
家
族
の
絆
の
大
切
さ

と
い
う
も
の
を
し
み
じ
み
思
い
な
が

ら
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
津
乃
峰
町
の
住
友　

陽
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

家
族
と
介
護

　

私
の
母
（
97
才
）
は
２
年
前
に
足

を
骨
折
し
て
か
ら
寝
た
き
り
の
生
活

を
送
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

週
２
回
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
お

願
い
し
て
、
あ
と
は
家
族
で
お
世
話

を
し
て
い
ま
す
。

　

昼
夜
を
問
わ

ず
大
声
を
出
し

た
り
、
話
も
あ

い
ま
い
で
大
変

で
す
。
寝
て
い

る
母
の
足
を
さ

す
り
な
が
ら
不

満
な
心
と
親
孝

行
な
心
が
入
り

混
じ
っ
て
い
ま
す
。
一
日
中
ベ
ッ
ト

で
寝
て
い
る
母
の
姿
を
見
て
感
じ
る

事
は
元
気
で
働
い
て
い
る
者
よ
り
、

こ
う
し
て
寝
た
き
り
の
生
活
を
す
る

の
も
大
変
だ
な
あ
と
思
う
と
と
も
に
、

昔
、
元
気
で
働
い
て
い
た
頼
も
し
い

母
の
姿
を
思
う
と
、
涙
ぐ
む
時
も
あ

り
ま
す
。

　

夕
方
、
息
子
夫
婦
が
帰
っ
て
く
る

と
二
人
で
母
に
話
し
か
け
て
く
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

峯
子

師
の
影
を
盃
に
浮
か
べ
て
花
の
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

素
雪

雲
雀
野
の
中
へ
四
本
目
滑
走
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
藤　

耕
風

滔
々
と
流
る
る
疏
水
花
筏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

隆
子

甲
子
園
勝
利
の
笑
顔
風
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
野
千
鶴
子

廃
校
の
朝
礼
台
よ
花
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

貞
子

奈
良
漬
に
ほ
ん
の
り
と
酔
ふ
桜
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
口　

令
子

子
育
て
も
看
と
り
も
過
去
よ
昭
和
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
八
重
子

忠
魂
碑
影
の
や
さ
し
き
花
の
昼

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
米
美
恵
子

青
年
の
口
堅
く
し
て
遍
路
笠

阿
南
川
柳
会
会
長

喜

多

倉

吉　

選

川　

柳　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木　

旬
笑

裏
町
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
揺
ら
す
不
況
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

新
鮮
と
安
さ
が
売
り
の
無
人
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
久　

一
枝

健
康
で
笑
い
あ
る
家
に
福
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
田　

富
子

イ
ン
パ
ク
ト
強
く
残
っ
た
蜘
蛛
の
糸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

三
子

遍
路
道
大
師
の
得
を
慕
う
杖

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

短　

歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

弘
子

虫
の
音
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
ご
と
聴
こ
え
想
い
出

さ
せ
る
母
と
の
会
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
下　

琴
江

街
に
住
む
甥
か
ら
届
き
し
風
鈴
の
音
色
や
さ
し
く
秋

風
の
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
美
代
志

吾
が
母
は
聖
母
な
り
き
と
思
い
し
に
ひ
そ
か
に
想
い

し
人
も
あ
り
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
　々
　

近

子
等
巣
立
ち
義
父
母
も
夫
も
見
送
り
て「
今
が
一
番
」

と
友
は
ほ
ほ
笑
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
崎　

孝
子

倒
伏
の
稲
抱
き
お
こ
し
し
去
年
の
秋
の
思
い
重
ね
て

鎌
は
錆
び
ゆ
く　

　
　
　
　
　
　
　
　

山
西　

成
彬

麦
茶
飲
み
梅
干
ひ
と
つ
食
み
て
ま
た
草
刈
り
始
む
炎

熱
の
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
野
千
恵
子

真
夏
日
を
重
ね
て
今
朝
は
柿
の
葉
の
落
ち
る
様
見
る

秋
は
身
近
に

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
光　

春
海

笑
う
目
に
だ
ま
さ
れ
て
み
る
四
月
馬
鹿

市
民
文
芸

417

長 生 町
澤 　邦博さん
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六
代
義
教　
応
永
元
年
（
一
三
九

四
）
六
月
一
三
日
生
、
嘉
吉
元
年

（
一
四
四
一
）
六
月
二
四
日
没
。
義

満
四
男
。
若
く
し
て
青
蓮
院
に
入
れ

ら
れ
、
義
円
と
名
乗
っ
た
。
応
永
二

六
年
（
一
四
一
九
）
天
台
座
主
と
な

り
准
三
后
宣
下
を
受
け
た
。
五
代
義

量
の
早
死
が
な
け
れ
ば
、
天
台
宗
の

ト
ッ
プ
と
し
て
世
を
終
え
た
こ
と
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
足
利
家
の
内
部
事

情
に
よ
っ
て
将
軍
に
引
き
出
さ
れ
た
。

そ
れ
も
ぜ
ひ
に
と
望
ま
れ
た
の
で
な

く
、
義
持
の
兄
弟
四
人
の
く
じ
引
き

で
将
軍
職
に
就
い
た
の
で
、
本
人
に

と
っ
て
も
面
白
く
な
か
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。

　

正
長
二
年
（
一
四
二
九
）
三
月
一

五
日
、
三
五
歳
の
時
、
征
夷
大
将
軍

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
三
五
歳
は
今
日
の

三
五
歳
と
違
い
、
人
生
で
一
番
仕
事

の
出
来
る
年
代
で
あ
る
。

　

義
教
は
将
軍
の
権
力
を
強
め
る
た

め
専
制
政
治
を
行
っ
た
た
め
、
嘉
吉

元
年
、
赤
松
満
祐
邸
に
招
か
れ
た
際

に
満
祐
に
暗
殺
さ
れ
た
。「
嘉
吉
の

乱
」
で
あ
る
。
四
八
歳
だ
っ
た
。

　

七
代
義
勝　
永
享
六
年
（
一
四
三

四
）
二
月
九
日
生
、
嘉
吉
三
年
（
一

四
四
三
）
七
月
二
一
日
没
。
義
教
長

男
。
嘉
吉
元
年
に
父
義
教
が
赤
松
満

祐
に
暗
殺
さ
れ
た
た
め
、
細
川
、
大

内
氏
ら
有
力
大
名
に
よ
っ
て
擁
立
さ

れ
、
わ
ず
か
八
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、

翌
年
征
夷
大
将
軍
と
な
っ
た
が
在
任

わ
ず
か
一
年
、
一
〇
歳
で
病
死
し
た
。

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　

阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その40

　

四
代
義
持　
元
中
三
・
至
徳
三
年

（
一
三
八
六
）
二
月
一
二
日
生
、
正

長
元
年
（
一
四
二
八
）
一
月
一
八
日

没
。
義
満
の
次
男
。
応
永
三
〇
年

（
一
四
二
三
）
将
軍
職
を
子
の
義
量

に
譲
り
、
出
家
し
道
詮
と
称
し
た
。

父
義
満
と
同
様
、
実
権
を
手
放
さ
な

か
っ
た
。

　

義
持
は
父
義
満
が
弟
の
義
嗣
を
溺

愛
し
た
た
め
、
父
に
反
感
を
持
ち
続

け
た
。
義
満
は
生
前
鹿
苑
院
太
上
天

皇
号
を
望
み
、
没
後
贈
ら
れ
た
が
、

義
持
は
直
ち
に
太
上
天
皇
号
を
辞
退

し
た
。
ま
た
、
義
満
が
始
め
た
明
国

と
の
国
交
も
断
絶
し
た
。

　

応
永
二
三
年
（
一
四
一
六
）
、
関

東
管
領
上
杉
氏
憲
（
禅
秀
）
が
鎌
倉

公
方
足
利
持
氏
に
反
乱
を
起
し
た
が
、

弟
の
義
嗣
は
こ
の
乱
に
加
担
し
た
。

　

応
永
三
二
年
（
一
四
二
五
）
、
子

の
義
量
が
早
世
し
た
。
正
長
元
年
、

室
町
幕
府
・
平
島
公
方
（
四
）

　

八
代
義
政　
永
享
八
年
（
一
四
三

六
）
一
月
二
日
生
、
延
徳
二
年
（
一

四
九
〇
）
一
月
七
日
没
。
義
教
の
子

義
勝
の
弟
。
宝
徳
四
年
（
一
四
四

九
）
四
月
二
五
日
、
征
夷
大
将
軍
に

任
ぜ
ら
れ
た
。
十
四
歳
だ
っ
た
。
兄

義
勝
の
死
後
六
カ
年
、
将
軍
が
空
位

の
ま
ま
だ
っ
た
。
管
領
ら
実
力
大
名

が
実
質
的
に
権
力
を
行
使
し
て
い
た

か
ら
、
将
軍
は
お
飾
り
だ
っ
た
。

　

康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
、
日
野

富
子
と
結
婚
し
た
。
応
仁
元
年
（
一

四
六
七
）
応
仁
の
乱
が
起
こ
り
、
文

明
九
年
（
一
四
七
七
）
ま
で
続
い
た
。

　

当
時
土
一
揆
が
続
発
し
、
飢
饉
の

た
め
餓
死
者
が
続
出
し
た
。
し
か
し
、

義
政
や
有
力
大
名
は
遊
楽
に
ふ
け
り
、

政
治
を
省
み
な
か
っ
た
。

　

特
に
義
政
、
富
子
ら
の
悪
政
は
武

士
だ
け
で
は
な
く
民
衆
の
恨
み
を
か

っ
た
。

　

義
政
と
い
え
ば
銀
閣
寺
を
建
て
た

人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
義
政
に
は

過
度
の
庭
園
趣
味
が
あ
っ
て
、
銀
閣

寺
の
造
営
も
そ
の
表
れ
で
あ
る
。

　

政
治
は
乱
れ
に
乱
れ
、
民
衆
の
多

く
は
そ
の
日
の
生
活
に
苦
し
ん
で
い

た
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
大
庭
園
を

造
営
す
る
感
覚
は
異
常
と
言
う
べ
き

だ
ろ
う
。

　

更
に
日
野
家
か
ら
富
子
を
妻
に
も

ら
っ
て
以
来
、
幕
府
へ
の
日
野
家
の

介
入
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
っ
た
。

（
続
く
）

義
持
は
次
代
将
軍
を
決
め

な
い
ま
ま
没
し
た
。

　

五
代
義
量　
応
永
一
四

年
（
一
四
〇
七
）
七
月
二

四
日
生
、
応
永
三
二
年

（
一
四
二
五
）
二
月
一
七

日
没
。
義
持
の
嫡
子
。
父

義
持
の
出
家
に
よ
っ
て
一

七
歳
で
将
軍
に
な
っ
た
が
、

父
義
持
が
実
権
を
離
さ
な

か
っ
た
。
一
九
歳
で
病
死

し
た
が
、
義
持
に
は
他
に

子
弟
が
な
く
、
次
期
将
軍

の
選
任
を
管
領
や
有
力
大

名
に
委
ね
た
。

義政と義持の書（複製）が、阿波公方民俗資料館に展示
されている。
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戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
を

亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、

父
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

http://w
w

w
4.plala.or.jp/

ananshi-shakyo/index.htm
l

※
身
体
障
害
者
連
合
会
の
会
員
の
方

は
、
会
費
と
し
て
５
０
０
円
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
は
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

参
加
締
切
り　
６
月
19
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
23

－

７
２
８
８
）

へ　声
の
広
報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
月
視

覚
し
ょ
う
が
い
者
の
方
に
広
報
紙
の

内
容
を
朗
読
し
た
録
音
テ
ー
プ
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
吹
き
込
ん
で
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
23

－

７
２
８
８
）
へ

阿
南
市
身
体
障
害
者
連
合
会
定

期
総
会
及
び
し
ょ
う
が
い
者
体

育
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
案
内

　

し
ょ
う
が
い
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
健
康
増
進
や
体
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
の
方
に
社
会
福

祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
27
日
㈯

と
こ
ろ　
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
）
七
見
町

対　
象　
阿
南
市
内
に
お
住
ま
い
の

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
、
及
び
こ
の
大
会
に
賛
同
さ
れ
る

市
民
の
方
（
特
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
）

　

体
育
大
会
の
競
技
種
目
は
室
内
で

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
移
動
の
困
難
な
方
は
、
当
日
バ
ス

の
配
車
を
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

「
阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ひろ
ば

市
民
の
情報

10
月
入
校
の

し
ょ
う
が
い
者
訓
練
生
募
集

　

兵
庫
県
伊
丹
市
に
あ
る
国
立
県
営

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、

身
体
し
ょ
う
が
い
者
で
平
成
21
年
10
月

入
校
の
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
次
の
連
絡
先
又
は

公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

募
集
対
象
者　
身
体
し
ょ
う
が
い
者

募
集
定
員　
15
名

入
校
時
期　
10
月
入
校

受
付
期
間　
６
月
22
日
㈪
〜
７
月
23

日
㈭

選
考
日　
８
月
５
日
㈬

そ
の
他　
授
業
料
は
無
料
で
す
。（
但

し
、
教
科
書
代
等
は
自
己
負
担
）
校

内
に
は
寮
設
備
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
国
立
県
営
兵
庫
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
☎
０
７
２

－

７
８
２

－

３
２
１
０
）
へ

主
催　
シ
ル
バ
ー
大
学
阿
南
校
25
期

生※
ど
な
た
で
も
参
加
は
自
由
で
す
の

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

問
い
合
わ
せ
は　
清
水
（
☎
22

－

１

３
５
８
）
へ

◇ 高 年 齢 者 技 能 講 習 会 ◇
〜働く意欲のある60歳代前半層の高齢求職者等《シニアワークプログラム地域事業》〜

講　習　名 内　　容 講 習 期 間 会　　　場 定　員

一般家庭
メンテナンス

フィルム・表装の
知識・技能

７月８日㈬〜
７月17日㈮ 中野島総合センター 15

事務補助養成 補助作業の知識・
技能

７月28日㈫〜
８月６日㈭ 商工業振興センター 15

霊
追
悼
を
行
う
と
と

も
に
、
同
地
域
の
住

民
と
友
好
親
善
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生

労
働
省
か
ら
委
託
並

び
に
補
助
を
受
け
実

施
し
て
お
り
、
一
律

10
万
円
（
沖
縄
は
５

万
円
）
で
参
加
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
㈶

徳
島
県
遺
族
会
（
☎

０
８
８

－

６
５
２

－

７
６
５
３
）
へ

講
演
会
の

お
知
ら
せ

演
題　

源
氏
物
語

「
女
三
の
宮
と
柏
木

の
恋
」

講
師　
藤
井　

悦
子

先
生

日
時　
６
月
８
日
㈪

　

午
前
11
時
〜
正
午

場
所　
富
岡
公
民
館

受講対象者：阿南市在住で講習会場へ通え、全日程を受講できる60〜65歳迄の高齢求職者
申 込 期 間：６月８日㈪〜12日㈮
申 込 方 法：事務局受付窓口にてお申込ください（定員超えは抽選）。
受　講　料：無料
問い合わせは　㈳阿南市シルバー人材センター事務局（☎23－2630）へ
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ー
キ
ン
グ　

離
発
着
す
る
航
空
機
を

見
な
が
ら
、
ご
家
族
や
友
人
と
楽
し

く
歩
き
ま
せ
ん
か
。

・
当
日
参
加
Ｏ
Ｋ
（
ラ
ン
ウ
ェ
イ
・

マ
ラ
ソ
ン
の
申
込
み
は
終
了
し
ま
し

た
。）

・
ス
タ
ー
ト
：
午
前
11
時
30
分

⑵
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
飛
行

⑶
ち
び
っ
子
広
場
・
風
船
等
工
作
教

室⑷
ミ
ニ
Ｐ

－

３
Ｃ
展
示

⑸
広
報
館
・
記
念
館
公
開

問
い
合
わ
せ
は　
海
上
自
衛
隊
徳
島

教
育
航
空
群
司
令
部
広
報
室
（
☎
０

８
８

－

６
９
９

－

５
１
１
１
）
へ

国
家
公
務
員
採
用
試
験

に
つ
い
て

■
Ⅲ
種
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格　
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

受
付
期
間　
６
月
23
日
㈫
〜
30
日
㈫

一
次
試
験　
９
月
６
日
㈰

問
い
合
わ
せ
・
受
験
案
内
等
請
求
は

〒
７
６
０

－

０
０
６
８
高
松
市
松
島

町
１

－

17

－

33　

人
事
院
四
国
事
務

局
（
☎
０
８
７

－

８
３
１

－

４
７
６

５
）
へ

■
中
途
採
用
者
選
考
（
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
試
験
）

受
付
期
間　
６
月
23
日
㈫
〜
30
日
㈫

受
験
資
格　
昭
和
44
年
４
月
２
日
〜

昭
和
55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

試
験
日
程　
▼
Ａ
（
行
政
事
務
）
▼

Ｂ
（
税
務
、
機
械
、
土
木
、
林
業
）

▼
Ｃ
（
皇
宮
護
衛
官
、
刑
務
官
、
入

国
警
備
官
）
※
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
も
一

次
選
考
日
は
９
月
６
日
㈰
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
院
人
材
局
試

験
課
（
☎
０
３
－
３
５
８
１

－

５
３

２
６
）
へ

阿
南
高
専
体
育
施
設
を
夜
間
開
放

し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　
10
月
31
日
㈯
ま
で

時
間　
午
後
７
時
30
分
〜
10
時

開
放
施
設・利
用
料　
▼
野
球
場（
２

時
間
30
分
・
５
，
０
０
０
円
）
▼
オ

ム
ニ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
１
面
（
２
時
間

30
分
・
１
，
３
０
０
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南

工
業
高
等
専
門
学
校
総
務
課
施
設
係

（
☎
23

－

７
１
２
９
）
へ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ナ
ル
ク
徳
島
」
会
員
募
集
！

「
ナ
ル
ク
」
っ
て
何
？

　

第
二
の
人
生
を
生
き
生
き
と
過
ご

す
た
め
に
自
立
を
求
め
る
中
高
年
の

団
体
で
す
。
他
人
の
た
め
、
地
域
の

た
め
に
奉
仕
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
す
。
元
気
な
う
ち
は
支
援
が

必
要
な
会
員
の
た
め
に
働
い
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
時
間
を
貯
め
、
自
分
が

支
援
が
欲
し
い
時
に
は
引
き
出
し
て

助
け
て
も
ら
う
「
時
間
預
託
シ
ス
テ

ム
」
に
よ
る
助
け
合
い
の
団
体
で
す
。

以
上
３
つ
の
理
念
を
掲
げ
て
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ナ
ル
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
る
た
め
だ
け
に
会
員
に
な
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
家
事
援
助
・
外

出
介
助
・
通
院
介
助
・
買
物
・
庭
の

手
入
れ
・
子
育
て
等
で
お
困
り
の
方

は
ご
相
談
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
県
立
障
害
者
交
流

プ
ラ
ザ
３
階　

ナ
ル
ク
徳
島
（
☎
０

８
８

－

６
２
５

－

７
０
０
８
）
へ

い
の
ち
の
電
話

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
相
談
員

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

人
は
人
に
よ
っ
て
傷
つ
き
、
人
に

よ
っ
て
癒
さ
れ
ま
す
。
傾
聴
能
力
は

単
な
る
話
術
ス
キ
ル
で
は
な
く
、
自

己
成
長
に
よ
る
優
し
さ
と
温
か
さ
、

深
さ
や
広
さ
な
ど
、
人
の
大
き
さ
に

よ
っ
て
決
ま
る
と
い
え
ま
す
。
表
記

の
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

会
場　
阿
南
セ
ン
タ
ー
（
富
岡
町
）

開
講　
７
月
８
日
㈬
か
ら
（
毎
週
水

曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
、

但
し
祝
祭
日
を
除
く
）

受
講
料　
６
カ
月
20
回　

３
万
円

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
㈳
徳
島
県
自
殺
予

防
協
会
（
☎
０
８
８

－

６
５
２

－

６

１
７
１
）
へ

徳
島
航
空
基
地
の

一
般
公
開
に
つ
い
て

　

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
で

は
、
地
域
ふ
れ
あ
い
感
謝
デ
ー
と
し

て
、
６
月
21
日
㈰
に
徳
島
航
空
基
地

を
一
般
公
開
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
６
月
21
日
㈰　

午
前
８
時
〜

午
後
３
時

主
な
催
し　
⑴
２
㎞
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ

来月号の原稿の締め切りは、６月５日㈮となっています。
掲載基準等、くわしくは秘書広報課（☎22－1110）までお尋ねください。

　阿南工業高等専門学校公開講座の受講者を募集します。
皆さんの申込みをお待ちしています。
開 催 場 所　阿南工業高等専門学校
申 込 方 法　本校所定の申込書あり。受講料は銀行振込

（本校所定用紙による）
※詳細はお問い合わせ下さい。

問い合わせは　阿南工業高等専門学校総務課企画係
〒774－0017　阿南市見能林町青木265
（☎23－7215）（Fax22－5424）  

※平成21年度の公開講座一覧を阿南高専公式ＨＰに掲載
しています。（http://www.anan-nct.ac.jp/）

講座名 テニスを楽しもう ３次元CAD／CAM
加工講座

日　 時

７月21日㈫〜８月６日㈭
毎週火曜・木曜（６回）

７月23日㈭〜25日㈯
（計３回）

午後６時半〜８時

午後６時〜８時
（23日㈭・24日㈮）

午前８時30分〜午後
12時30分（25日㈯）

場　 所 阿南高専グランド横オム
ニコート 阿南高専実習工場

対 象 者 初心者・中学生以上・一
般の方 企業従事者

受 講 料
3,200円 6,400円

別途傷害保険料必要 別途傷害保険料必要
定　 員 16人 ６人

申込期間 ６月25日㈭〜７月10日
㈮（土・日を除く）

６月25日㈭〜７月10
日㈮（土・日を除く）

※定員になり次第、締め切らせていただきます。

阿南高専公開講座のご案内
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集落名
対象面積

（a）
交付金額
（千円）

主な共同取り組み活動の内容
（農業生産活動、生産性・収益の向上、担い手の定着等に関すること）

田 畑

急傾斜 小区画・
不 整 形 緩傾斜 急傾斜 緩傾斜

美 濃 谷 237 3 234 221 水路・農道等の管理
金 石 228 15 213 222 水路・農道等の管理、農地の地力維持等
水 井 東 619 250 343 26 744 水路・農道等の管理
大 屋 109 67 4 38 128 水路・農道等の管理
細 野 589 348 169 72 762 水路・農道等の管理
水 井 西 326 72 117 65 72 277 水路・農道等の管理
深 瀬 441 441 405 水路・農道等の管理
大 井 298 159 139 186 水路・農道等の管理
尾 花 683 223 31 426 3 789 水路・農道等の管理
山 田 455 121 74 260 491 水路・農道等の管理
成 松 176 137 39 256 水路・農道等の管理
木 戸 676 112 300 262 2 623 水路・農道等の管理
喜 来 624 403 209 12 814 水路・農道等の管理、その他
中 喜 来 178 134 44 253 水路・農道等の管理、その他
元 信 1,274 924 270 60 20 2,234 水路・農道等の管理、自然生態系の保全に関する学校教育との連携、鳥獣害対策
友 常 238 57 125 30 26 212 水路・農道等の管理
谷 口 1,000 838 50 78 34 1,903 水路・農道等の管理、自然生態系の保全に関する学校教育との連携、認定農業者育成
貞 信 742 294 426 5 17 777 水路・農道等の管理
大 根 上 218 195 20 1 2 343 水路・農道等の管理
川 亦 296 133 157 1 5 328 水路・農道等の管理
海 老 川 1,810 944 754 40 72 2,659 水路・農道等の管理、農作業の共同化、認定農業者育成
秋 山 577 196 327 47 7 732 水路・農道等の管理、農作業の受委託、その他
清 貞 737 571 86 70 10 1,083 水路・農道等の管理
平 川 内 1,763 447 379 937 1,857 水路・農道等の管理、災害復旧
生 谷 541 308 36 196 1 722 水路・農道等の管理
横 尾 591 258 322 11 733 水路・農道等の管理
楠 ヶ 浦 124 103 21 179 水路・農道等の管理
船 頭 ヶ 谷 1,619 808 626 48 137 2,303 水路・農道等の管理、農作業の共同化、担い手への農地集積、鳥獣害対策
大 江 360 75 261 24 375 水路・農道等の管理
八 原 毛 465 351 105 9 660 水路・農道等の管理、農作業の共同化

香 1,995 328 277 1,342 48 1,978 水路・農道等の管理
平 松 1,487 664 813 10 1,639 水路・農道等の管理
須 屋 749 112 604 18 15 597 水路・農道等の管理
上 働 々 1,227 537 689 1 1,344 水路・農道等の管理、農作業の共同化
中 働 々 574 201 369 4 576 水路・農道等の管理、農作業の共同化
お 金 川 727 12 702 13 473 水路・農道等の管理、農作業の共同化
小 杭 894 312 299 281 2 976 水路・農道等の管理
尻 杭 345 256 89 489 水路・農道等の管理
内歩・古毛 377 377 346 農道等の管理
長 谷 川 南 568 116 452 611 水路・農道等の管理
長 谷 川 北 762 96 7 659 773 水路・農道等の管理
長 谷 川 東 992 258 714 20 1,096 水路・農道等の管理
吉 谷 417 417 384 農道等の管理
長 野 181 181 166 農道等の管理
辺 川 1,416 593 58 661 104 1,672 水路・農道等の管理
貝 谷 693 458 144 78 13 938 水路・農道等の管理
日 の 地 164 108 6 50 232 水路・農道等の管理
大 坂 431 31 400 420 水路・農道等の管理
大戸・出見 445 8 150 287 374 水路・農道等の管理
赤 崎 1,321 374 323 624 1,410 水路・農道等の管理
壱 升 ヶ 森 289 264 8 14 3 580 水路・農道等の管理、担い手への農地集積、非農家の農業労働力支援

※面積は１a 未満切り捨て、交付金額は千円未満切り捨ててあります。

　平成20年度中山間地域等直接支払交付金の交付状況を中山間地域等直接支払交付金実施要領第12条の規定により
公表します。
１　集落協定
　⑴協定数　51協定　　⑵対象面積　34,048ａ　　⑶交付金額　40,345千円

２　個別協定
　⑴協定数　８協定　　⑵対象面積　1,041ａ　⑶交付金額　1,648千円
◇中山間地域等直接支払事業とは、耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が特に懸念されている中山間地域に

おいて、多面的機能の維持・増進を一層図るため、自律的かつ継続的な農業生産活動等の体制整備に向けた前向き
な取組等を推進することを条件に、農地の生産条件、耕作面積に応じた額を受け取ることができる制度です。

問い合わせは　農林水産課（☎22－1598）へ

平成20年度阿南市中山間地域等直接支払事業の実施状況
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健
康
い
き
い
き
情
報

阿
波
踊
り
体
操
指
導
員

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

　

今
年
、
阿
波
踊
り
体
操
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防･

改
善

編
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
あ
ら

た
に
阿
波
踊
り
体
操
指
導
員
の
養
成

を
し
ま
す
。

　

地
域
で
阿
波
踊
り
体
操
を
普
及
し

て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
あ
な
ん
阿
波
踊
り
体
操
愛
好
会
に

加
入
し
、
地
域
で
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
方
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

日　
程　
①
６
月
17
日
㈬
②
６
月
24

日
㈬
③
７
月
８
日
㈬
④
７
月
15
日
㈬

全
日
程
と
も
時
間
は
、
午
後
２
時
〜

４
時
。（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
）

募
集
人
数　
30
名
程
度

講　
師　
徳
島
大
学
大
学
開
放
実
践

セ
ン
タ
ー
教
授　

田
中
俊
夫
先
生

申
し
込
み・締
め
切
り　
６
月
10
日
㈬

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
予
防

講
座
受
講
生
募
集

も
う
す
ぐ
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

健
診
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
せ

ん
か
？

対　
象　
市
内
在
住
の
方
で
お
腹
ま

わ
り
が
気
に
な
る
方

日　
時　
▼
40
〜
64
歳
ま
で
の
方
：

６
月
25
日
㈭
▼
65
歳
以
上
の
方
：
６

月
30
日
㈫　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

募
集
人
数　
各
30
名
（
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。）

内　
容　
講
義
と
調
理
実
習

※
65
歳
以
上
の
方
は
実
習
費
４
０
０

円
が
必
要
で
す
。　
　
　

申
し
込
み　
６
月
12
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

あ
な
ん
健
康
増
進
ロ
ー
ド

を
整
備
し
ま
し
た

　

市
役
所
前
と
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
）
を
起
点
と

し
た
５
つ
の
ル
ー
ト
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
楽
し
め
る
「
あ
な
ん
健
康
増
進

ロ
ー
ド
」
を
徳
島
県
と
と
も
に
整
備

し
ま
し
た
。

　

最
短
ル
ー
ト
の
距
離
は
約
３
・
８

㎞
で
所
要
時
間
は
約
54
分
。
最
長
ル

ー
ト
は
約
６
・
６
㎞
で
約
94
分
で
す
。

　

ル
ー
ト
の
主
な
４
カ
所
に
は
案
内

板
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
約

４
０
０
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
距
離
が
わ

か
る
標
柱
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
増
進
に
向
け
て
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

教　室　名 日　　時 対象年齢 講　　　師 内　　　容 持ってくるもの

阿波踊り体操教室
６月12日㈮

午前9:30〜
11:00

どなたでも
徳島大学　大学開放
実践センター教授　
田中　俊夫　先生

阿波踊り体操メタボ
リックシンドローム
予防・改善編　など

タオル・水分補給用飲
み物

やせたい人のため
の健康フィットネ
ス

６月26日㈮
午前10:30〜

正午
40〜64歳 健康運動指導士

関本　真美　先生
体脂肪減少を目的と
したエアロビクス体
操

タオル・ヨガマット（な
ければバスタオル）・
水分補給用飲み物・健
康手帳（お持ちの方）

高齢期からの筋力
アップ体操教室

６月11日㈭
午前10:00〜

11:30
65歳以上 健康運動指導士

井上　澄　先生
ボールを使った筋力
をつけるための体操

タオル・運動靴・健康
手帳

　

阿
波
踊
り
体
操
の
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
・
改

善
編
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を

し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
健
康
づ

く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

な
お
貸
し
出
し
は
、
ひ
ま
わ
り

会
館
・
各
支
所
及
び
各
住
民
セ

ン
タ
ー
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

阿
波
踊
り
体
操
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す

　運動制限のない方でしたら、どなたでもご参加できます。ぜひお越しください。
　ただし、その日の体調によっては参加をお断りすることがあります。

※　すべての体操の前に血圧を測定します。

健康体操教室のご案内

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ
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（
佐
藤
純
子
阿
南
保
健
所
所
長
）

▼
講
演
「
う
つ
病
を
正
し
く
知
ろ
う
。

〜
一
人
で
悩
ま
な
い
で
〜
」（
医
療

法
人
藤
井
病
院
院
長　

藤
井
哲
先

生
）

※
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ

ま
の
託
児
を
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
６
月
11
日
㈭
ま
で
に
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
10
名
）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

達
者
で
お
ろ
な

健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
楽
し
く
て
た
め
に
な
る

こ
と
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
高
齢
者
の

憩
い
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

と　
こ　
ろ

２
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

８
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

９
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

10
日
㈬
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

12
日
㈮
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

羽
ノ
浦
公
民
館

16
日
㈫
椿
公
民
館

22
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

24
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館（
旧
町
民
セ
ン
タ
ー
）

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

時　
間　
新
野
・
福
井
・
桑
野
・
中

野
島
・
椿
・
大
野
・
那
賀
川
地
区
で

の
開
催
は
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
、

そ
の
他
の
地
区
で
は
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
で
す
。

内　
容　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康

相
談
や
阿
波
踊
り
体
操
の
ほ
か
、
理

学
療
法
士
に
よ
る
腰
痛
や
膝
痛
の
予

防
・
軽
減
体
操
が
あ
り
ま
す
。

持
っ
て
く
る
物　
健
康
手
帳
（
な
い

方
は
交
付
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

６月　献血実施一覧
日・曜 採　血　場　所 住　所 採 血 時 間

11日㈭

国土交通省四国地
方整備局那賀川河
川事務所

領 家 町 10:00〜11:30

藤崎電機㈱ 辰 巳 町 13:10〜14:10
16日㈫ バイオ科学㈱ 那賀川町  9:30〜11:00

18日㈭ フジグラン阿南店 領 家 町 10:00〜16:30

23日㈫

阿南農業協同組合
（アグリあなん） 桑 野 町 10:00〜11:30

才見町公民館（才
見町青壮年同志会） 才 見 町 13:30〜16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

心
の
健
康
講
演
会

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
り
ま
す

と
、
う
つ
病
患
者
の
方
は
平
成
11
年

で
は
３
万
３
５
０
０
人
、
平
成
17
年

で
は
６
万
６
６
０
０
人
と
増
え
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
自
殺
に
つ
な
が
り
や
す

い
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り

が
こ
の
病
気
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
支
え
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
う
つ
病
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
６
月
20
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

内　
容　
▼
報
告
「
阿
南
保
健
所
管

内
の
精
神
保
健
の
現
状
に
つ
い
て
」

歯
の
健
康
フ
ェ
ア
開
催

ご
参
加
く
だ
さ
い

と　
き　
６
月
７
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
１
時
ま
で

と
こ
ろ　
ひ
ま
わ
り
会
館

対　
象　
幼
児
か
ら
小
学
生

内　
容　
歯
の
健
診
・
相
談
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導
、
無
料
フ
ッ
素
塗
布

（
希
望
者
の
み
）
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
の
展
示
及
び
表
彰
な
ど
。

主
催　
徳
島
県
歯
科
医
師
会
阿
南
市

那
賀
郡
支
部

協
力　
徳
島
県
歯
科
衛
生
士
会
・
四

国
歯
科
衛
生
士
学
院

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

　食中毒は飲食店だけではなく、家庭でも毎年発生しています。

食中毒予防の３原則
菌をつけない　　まな板・布巾・調理器具はまめに洗いましょう。
菌を増やさない　冷蔵庫を正しく使いましょう。〜過信していませ

んか？〜（冷蔵庫の中でも細菌は増えます）

古い食材、料理は諦めも肝心。食中毒にかかって

からでは遅すぎます。

菌をやっつける　食品には十分加熱し、調理器具には、洗浄したあ
と、熱湯や塩素漂白剤などで消毒しましょう。

食中毒予防は手洗いから　　　
☆外から帰った時、調理の前、トイレの後、ペットに触れた後に

は、手を石けんでよく洗いましょう。

二次感染を防ぐために

☆身近に食中毒の患者や感染者が出た場合は、過剰に避ける必要は

なく、衛生面や予防方法を徹底することが大切です。

食中毒に負けない体をつくろう
☆栄養バランスのとれた食事や規則正しい生活を心がけましょう。

食中毒に注意しましょうマ　ム　シ　血　清　配　置　場　所
配　　置　　先 所在地 電　　話

馬原医院 新 野 町 36－3339
原田病院 富 岡 町 22－2715
大津薬局駅前本店 富 岡 町 23－5536
加茂谷診療所 加 茂 町 25－0200
阿南医師会中央病院 宝 田 町 22－1313
じぞうばし内科・外科福井診療所 福 井 町 34－3133
阿南共栄病院 羽ノ浦町 44－3131

マムシの活動する季節です。野や山に出かける時は十分注意しましょう。
咬まれたら応急処置をして、一刻も早く医師の診断を受けて下さい。

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

ま
む
し
に
注
意

　７月からがん検診等が始まります。がん検診等受
診券を６月下旬に対象の方に個人通知します。医療
機関等で受診できますので詳細については広報あな
ん７月号をご覧のうえ受診してください。
問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

がん検診等のお知らせ
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阿
南
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
！
当
セ
ン
タ
ー
で
は
阿

南
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
と
し
て
、
お
子
さ
ん
が
健
や
か
に

成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
お
子
さ

ん
と
そ
の
家
庭
に
対
す
る
育
児
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
遊
び
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
６
月
の
日
程
》

５
日
㈮　

午
前
10
時
〜
11
時　

身
体

計
測

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
さ
ん
に

よ
る
計
測
で
す
。
母
子
手
帳
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

12
日
㈮　

歌
っ
て
遊
ぼ
う

19
日
㈮　

作
っ
て
遊
ぼ
う

23
日
㈫　

お
誕
生
会　
　
　
　

２
日
㈫
、
９
日
㈫
、
16
日
㈫
、
26
日

㈮
、
30
日
㈫　

親
子
ふ
れ
あ
い

＊
子
育
て
相
談
は
随
時
お
受
け
し
ま

す
の
で
来
所
も
し
く
は
お
電
話
く
だ

さ
い
。

時　
間　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
２

時問
い
合
わ
せ
は　
親
子
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
☎
44

－

５
０
５
９
）
へ

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

　

子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

《
６
月
の
日
程
》

２
日
㈫　

子
育
て
講
座
（
保
健
師
さ

ん
の
お
話
で
す
。）

９
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
（
め
だ

か
す
く
い
）

16
日
㈫　

お
話
ポ
ケ
ッ
ト

23
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う
（
花
を
摘

ん
で
活
け
よ
う
）

30
日
㈫　

お
誕
生
会

時　
間　
平
日
午
前
９
時
30
分
〜
11

時場　
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
室

※
水
筒
に
お
茶
を
入
れ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
42

－

０
７
２
０
）
へ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば（

橘
保
育
所
）

《
６
月
の
日
程
》

２
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

９
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

16
日
㈫　

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び

19
日
㈮　

子
育
て
講
座
（
山
下
助
産

婦
師
さ
ん
）

23
日
㈫　

一
緒
に
踊
ろ
う

30
日
㈫　

お
誕
生
会

※
水
筒
に
お
茶
を
入
れ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。　
　
　

時　
間　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
橘
保
育
所
（
☎
27

－

１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
６
月
の
日
程
》

２
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

９
日
㈫　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

16
日
㈫　

イ
ン
ド
の
太
鼓
演
奏

時　
間　
午
前
10
時
30
分
か
ら

演
奏
：
井
浦
浩
子
先
生　

23
日
㈫　

た
の
し
く
遊
ぼ
う

30
日
㈫　

お
誕
生
会

時　
間　
平
日
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

問
い
合
わ
せ
は
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
（
☎
21

－

２
０
０
２
）
へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

３
日
㈬　

シ
ャ
ボ
ン
玉
大
会
（
雨
天

の
場
合
は
４
日
）

５
日
㈮　

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

食
事
会

８
日
㈪　

発
育
計
測
＆
健
康
相
談

９
日
㈫　

玉
ね
ぎ
収
穫

10
日
㈬　

さ
つ
ま
い
も
の
つ
る
さ
し

＆
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

11
日
㈭　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

15
日
㈪　

発
育
計
測
と
産
婦
人
科
医

に
よ
る
健
康
相
談

18
日
㈭　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

19
日
㈮　

父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作

り

25
日
㈭　

お
誕
生
会

26
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

29
日
㈪　

臨
時
休
園

※
自
衛
隊
造
成
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
来
所
時
に
は
安
全
運
転
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
開
園　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

－

38

－

１
１
６
３
）
へ

▲ふれあいひろばで手遊びをしているようす。
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「
シ
ル
バ
ー
マ
マ
の
家
」

参
加
者
募
集

　

夏
休
み
期
間
中
お
子
さ
ま
に
居
場

所
を
提
供
し
、
シ
ル
バ
ー
会
員
と
と

も
に
異
年
齢
集
団
の
中
で
地
域
の
文

化
活
動
や
遊
び
を
通
し
て
過
ご
す

「
生
活
と
遊
び
」
の
場
で
す
。

利
用
期
間　
７
月
21
日
㈫
〜
８
月
28

日
㈮
（
土
・
日
・
祝
及
び
８
月
13
日

㈭
〜
16
日
㈰
は
休
み
）

利
用
時
間　
午
前
８
時
〜

午
後
６
時

場　
所　
阿
南
農
業
会
館

３
階
（
領
家
町
）

対
象
児
童　
市
内
の
小
学

生
（
３
年
生
〜
６
年
生
）

定　
員　
20
名

会　
費　
１
名
５
，
０
０

０
円

申
込
期
間　
６
月
１
日
㈪

〜
16
日
㈫

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
会
員
ス
タ
ッ
フ
が
常
時

２
名
お
り
ま
す
が
、
安
全

管
理
は
あ
く
ま
で
も
保
護

者
の
責
任
に
お
い
て
参
加

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
㈳
阿
南

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
23

－

２
６
３
０
）
へ

児
童
手
当
の
現
況
届

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
６
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
は
、
毎
年
提
出
す
る
も
の

で
、
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
児
童
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　
「
現
況
届
」
を
提
出
さ
れ
な
い
方

は
、
６
月
分
か
ら
の
手
当
の
支
給
が

差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
該
当
さ
れ
る
方
に

は
、
市
よ
り
提
出
書
類
等
を
送
付
し

ま
す
。

提
出
期
限　
６
月
30
日
㈫

提
出
先　
こ
ど
も
相
談
室
ま
た
は
各

支
所
及
び
各
住
民
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
は　

こ
ど
も
相
談
室

（
☎
22

－

１
６
７
７
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

６
月
の
日
程　
11
日
㈭
、
30
日
㈫

時　
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

と
こ
ろ　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、６
週
間

以
上
空
け
た
日
程
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。

親子教室「シルバーママ」ご案内

※シルバー人材センターでは資格保持者や経験豊富な高齢者の皆さんが多
数登録しています。この機会に育児の悩みや子育ての不安をお話してみ
てはいかがですか。

時　間　午前 10 時〜 11 時 30 分　　　参加料　各教室　１組 500 円
対象者　阿南市在住の就学前の子どもと保護者

（各教室とも託児をしています。）
申込方法　電話にて事務局にお申し込みください。定員になり次第締め切

らせていただきます。
※参加者全員に特典付き出席カードをお渡しします。
※シルバーでは平成 21 年度も毎月１回親子教室「シルバーママ」を行い

ます。
くわしくは　㈳阿南市シルバー人材センター事務局（☎ 23 － 2630）へ

子育て一言メモ

　この言葉！耳にしますね。ミゾは針の穴のことです。その穴はと

てもとても小さいけれど糸を通せば通ります。無理なことでも結局

は通してしまう親の甘さをそう批判して表現しているのです。

　今はどうでしょう。

　もうそのミゾさえなくなってしまい、通るも通らぬもけじめをつ

けなくなって、始めから何でも通しっぱなしになっているのではな

いでしょうか？

　子どもが少ないなんとか裕福である、これだけで親はすっかり甘

くなって善悪のけじめを強く教えなくなってしまったように思いま

す。小さい時から積み重ねられた善悪のけじめこそ大切なのです。

まだ幼いからというだけでミゾも何もなくして通してしまったあげ

く、成長してから慌ててももう遅いのです。

　理屈は後回しにして、してはいけないことダメなことは、どんな

理由であれダメと教えることも大切なのでは…。

学校教育課　

　− 親がミゾを見られている −

名称 内　　　　　容 実施日 申込期間 定員

昔遊びを
しよう！

お手玉やおはじき・仕掛け絵本や紙
芝居など昔遊びを中心にご家庭でお
子さまと一緒にできる遊びをします。

6 月 17 日㈬

6 月１日㈪〜
随時受付中

各教室
15 組

Let's 阿
波ダンス

前年度も好評だった阿波踊り教室を
します。シルバー会員が講師となっ
てお子さまにも優しく阿波踊りを教
えます。阿南市の阿波踊り大会で踊
りを披露しましょう。

7 月 15 日㈬

　阿南市在住で初めて子育てする方に、赤
ちゃん誕生から１歳の誕生日まで毎月１回、
成長に応じた子育てのアドバイスを送付し
ます。
　希望される方は、ハガキに住所、氏名、
生年月日をご記入のうえ、〒774－0023
橘町豊浜36－3　橘保育所（☎27－
1441）へお申し込みください。 子ども課

子育てハガキ通信
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人口と世帯数

今月の市税

スポーツ施設６月の休館日

人口 78,574人（－  32）
男 37,932人（－  24）

女 40,642人（－    8）

世帯数 28,945世帯（＋  92）

●平成21年４月末日現在 (　 )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 ９・23日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22－1116

法 律 相 談 ４・18日㈭　
午後1時30分〜
4時30分　 要予約

市役所市民相談室 市民生活課 ☎22－1116

消 費 相 談 12・26日㈮ 午後1時〜3時 ひまわり会館 市民生活課
☎22－1116

登 記 相 談 26日㈮ 午後1時〜3時 ひまわり会館 市民生活課
☎22－1116

心配ごと相談 １・８・15・22・
29日㈪

午前10時〜
午後3時

市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23－7288

出 前
心配ごと相談

１日㈪ 午前10時〜
午後3時 大野住民センター 社会福祉協議会

☎23－7288

特設人権相談 11日㈭ 午後1時30分〜
4時 橘公民館 人権啓発課

☎22－3094

人権相談所 10日㈬ 午後1時30分〜
4時 ひまわり会館 人権啓発課

☎22－3094

健 康 相 談 ５日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

栄 養 相 談 18日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

農 業 者
年 金 相 談

15日㈪ 午前8時30分〜
午後5時

市役所
農業委員会事務局

農業委員会事務局
☎22－3790

年 金 相 談 今月はありません 午前9時〜
午後4時  要予約 市商工業振興センター 徳島南社会保険事務所

☎088－652－1511

女性の生き方
何でも相談

２・９・16・23・
30日㈫

午後1時〜5時
要予約

市民会館内２階相談室 男女共同参画室分室
☎22－0361

４・18日㈭ 午後1時〜4時
要予約

サンアリーナ 1・8・15・22・29日 毎週月曜日

那賀川スポーツセンター 3・10・17・24日 毎週水曜日

羽ノ浦健康スポーツランド 1・8・15・22・29日 毎週月曜日

問い合わせは　納税課（☎22－1792）へ

６月の相談日

休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

7 島内科眼科医院 富 岡 町 ☎22－1147

14 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎23－3600

21 井坂クリニック 津乃峰町 ☎27－0047

28 生野外科胃腸科 羽ノ浦町 ☎44－5511

※変更の場合があるので、事前に各医療機関に確認してください。

●夜間（毎日）　午後５時から11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。 □ 市　県　民　税（第 1期、全期）
□ 国民健康保険税（第１期）
納期限は、6月30日㈫です。納め忘れのないようにしましょう。

●市税の口座振替について
　固定資産税(全期)の口座振替済通知書は６月中旬に郵送す
る予定です。市県民税(各期)、固定資産税(各期)、国民健康
保険税の口座振替済通知書は21年度の最終納期後に郵送す
る予定です。

●市税日曜窓口は　６月28日㈰です。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは直接担当課までお問い合わせください。

〜市税の納付は口座振替が安全で便利です。〜

※７月分（７月２日）の法律相談の予約は６月１日から受け付けています。
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桑野川に架かる橋
　市内第二の高さの山「矢筈山」に端を発した「桑野川」は、新野から桑
野、長生、宝田、横見、富岡地区を経て河口へと流れる。架かる橋は40
余りと多く、生活道として市民に利用されている。

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

ぶらりまち紀行

阿南 第37回

安行橋（新野町）
　鉄骨造にワイヤーで補強された「つり橋」。木の橋げたは通ると上下にゆ
らゆらと揺れるが通行には支障がない。自動車は通行できない。

長生橋（長生町）
　昭和29年５月に、川の改修築堤工事中に橋の南岸から２万６千枚を超える
中世の古銭が出土した。現在の橋は、平成16年に完成した。

横見橋（横見町）
　旧橋の老朽化と近年の交通量の増加に対応するため新橋が建設され、旧橋
（歩行者用）と新橋（自動車等）が仲良く架かる。

　今月号でも募集している「声の広報」というボランティアグループがある。毎月一度、ゲラ刷りの段階で一緒に読みあわせをしていただいて

いる。何十年も続けられたご高齢な方も多く、紙面の小さな文字を追うのはかなりの苦労だと思う。ご家族やご兄弟の看護や介護を何年もされ

ている方もいる。ご自身も体調を崩され病院通いをするなか、時間を割いて来られる方もいる。心身ともに、とてもボランティアなどできる余

裕はないのに頭が下がる思いだ。さまざまな方の気持ちと手助けをいただきながら広報は発行し続ける。（Ｙ）

編集室の

窓

桑野川大橋（原ヶ崎町）
　最下流の河口に架かる橋。隣接する那賀川大橋とともに県南の大動脈であ
る。橋脚にはフジツボが付着するなど、海の匂いが漂う。

平
等
寺
新
橋（
新
野
町
）

　

22
番
札
所
「
平
等
寺
」
の
表
参
道
で
あ
り
、
木
目
調
の
欄
干
に
お
遍
路
さ
ん
の
姿
が
風
情
を
誘

う
。

喜
来
上
橋（
新
野
町
）

　

小
鳥
の
さ
え
ず
り
と
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
美
し
く
聞
こ
え
る
喜
来
の
郷
に
あ
っ
て
、
源
流
か
ら
初

め
て
架
か
る
橋
で
あ
る
。


